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平成25年11月１日（金曜日）

午前11時15分開会

会議に付した案件

○概要説明

総務部

１．南海トラフ巨大地震に伴う被害想定及び

減災計画について

２．退職自衛官の各都道府県防災部局におけ

る在職状況について

○協議事項

１．県外調査について

２．次回委員会について

３．その他

○参考人意見聴取

１．南海トラフ巨大地震への備えについて

出席委員（11人）

委 員 長 中 野 一 則

副 委 員 長 重 松 幸次郎

委 員 外 山 三 博

委 員 ・ 原 正 三

委 員 宮 原 義 久

委 員 黒 木 正 一

委 員 松 村 悟 郎

委 員 内 村 仁 子

委 員 髙 橋 透

委 員 井 上 紀代子

委 員 有 岡 浩 一

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

総務部

危機管理統括監 橋 本 憲次郎

危 機 管 理 局 長
大 坪 篤 史

兼危機管理課長

消 防 保 安 課 長 厚 山 善 光

意見聴取のために出席した参考人

陸上自衛隊九州補給処長
川 﨑 朗

兼目達原駐屯地司令

陸 上 自 衛 隊
川 口 雅 久

西部方面総監部医務官

事務局職員出席者

政策調査課主任主事 日 髙 壮

政策調査課主査 黒 田 裕 司

○中野委員長 それでは、皆さん大変お疲れさ

までした。委員会を開会をいたします。

本日の委員会の日程についてでありますが、

お手元に配付の日程案をごらんください。

それでは、総務部から、南海トラフ巨大地震

及び津波の、宮崎県独自の被害想定などについ

て説明があります。

その後、県外調査、次回の委員会について、

御協議をお願いしたいと思います。

また、その後、お昼を挟んで、午後から陸上

自衛隊九州補給処長兼目達原駐屯地司令の川﨑

陸将補から意見聴取を予定しております。

川﨑陸将補はえびの市出身で、東日本大震災

のときに青森の陸上自衛隊第９師団で副師団長

の職につかれており、岩手県災害対策本部で指

揮をとられております。

本日は、実際に現場で指揮をとられた経験か

ら、災害対応の課題や、課題を踏まえての行政

への提言・要望をお伺いしたいと考えています。

このように取り進めてよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○中野委員長 それでは、そのように決定いた
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します。

では、これから執行部の説明に入ります。

暫時休憩いたします。

午前11時16分休憩

午前11時16分再開

○中野委員長 では、委員会を再開いたします。

総務部においでいただきました。

それでは、概要説明をお願いいたします。

○橋本危機管理統括監 危機管理統括監の橋本

でございます。どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。

お手元の委員会資料、目次にございますよう

に、本日は、１点目、南海トラフ巨大地震に伴

う被害想定及び減災計画について、また、２点

目として、退職自衛官の各都道府県防災部局に

おける在職状況について、御説明させていただ

きます。

詳細につきましては、危機管理局長から説明

させていただきますので、どうぞよろしくお願

いいたします。

私からは以上でございます。

○大坪危機管理局長 それでは、委員会資料の

１ページ、ごらんください。

まず、１点目ですが、南海トラフ巨大地震に

伴う被害想定及び減災計画についてでございま

す。

まず、被害想定のほうですが、昨日の総務政

策常任委員会で発表させていただきました内容

と同じでございますが、（１）の趣旨にあります

ように、南海トラフ巨大地震の発生に備えるた

め、内閣府のほうでは、科学的に考えられる最

大クラスの地震予測、そして津波高、そして被

害想定を公表したところでございます。県とし

ましては、この内容をより詳細に今回検討しま

して、県内の現況を可能な限り反映させ、そし

て、各種被害想定としてまとめたものでござい

ます。したがいまして、これ、最大クラスとい

うことでございますので、内閣府のほうでも1000

年に一回あるかないかと、そういうレベルのも

のだということで説明がされておるところでご

ざいます。

（２）の主な被害想定ですが、その前提とな

ります、どんなケースを想定したかということ

がその下でございますが、まず、「想定ケース①」

のほうでは、既に内閣府のほうが全国的な想定

をする中で幾つかのパターンを選定をしまして、

計算をされております。

その中で、本県で影響が一番大きいと思われ

るパターンを選定をいたしました。それが「想

定ケース①」ということであります。

それから、「想定ケース②」といいますのは、

それをさらに県独自に検討しまして、県の南部

地域まで震源域が広がった場合ということで想

定したものがこの②ということでございます。

この「想定ケース①、②」、それぞれに被害の

状況を想定したものが右側の２ページの表とい

うことになります。

それで、この表の中で何点かございますが、

１点目が「建物被害」、これ、全壊棟数としてそ

こには提示してございますが、既に発表されま

した「内閣府の想定」では、本県の場合、約８

万3,000棟という想定だったんですが、今回、改

めて詳細を検討しました結果、ケース①の場合

が８万9,000棟、上段のほうがケース①になりま

す。それから下段のほうが８万8,000棟というこ

とになりました。

そして、２つ飛びまして、「人的被害」─死

者数ですが、「内閣府の想定」では４万2,000人

ということでしたけども、本県では、詳細な想
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定では３万5,000人と２万8,000人ということに

なったところでございますが、これは、下のほ

うに「「内閣府の想定」との比較」というのを

ちょっと入れておりますが、１点目、「建物被害」

につきましては、県の想定のほうが地震と津波

による影響が大きくなってございます。したが

いまして、この「建物被害」は大きくなってお

ります。

一方で、「人的被害」につきましては、既に、

沿岸の市町でいろんな避難ビルの指定がされて

おります。そういったことを考慮しまして、今

回の想定に入れましたので、内閣府のほうはそ

れが全く入ってない想定ということになります

ので、現状としては、「内閣府の想定」よりも小

さくなっているということでございます。

さらに、「経済被害」につきましては、資産等

の被害額として、そこに提示してございますが、

「内閣府の想定」が4.8兆円、それに対して宮崎

県は5.3兆円あるいは5.2兆円という、これも非

常に大きな結果になっております。

そして、問題のこの右側、表の右側になりま

す。減災対策を講じた場合、どの程度まで被害

を減少することができるだろうかということで

ございますが、この減災対策につきましては、

この２ページの一番下のほうですが、具体的に

どのようなことをベースにしたかということを

そこに記してございます。

一つは、「建物被害」に関しましては、建築物

の耐震化率、これが現状で71％から87％、それ

ぞれ種別ごとに、このようになってるわけです。

これを全て90％にするという目標にいたしてご

ざいます。

それから、「人的被害」につきましては、この

耐震化対策を行うほか、すぐに避難する割合と

いうものを、現状では20％というふうに想定し

ているんですが、それを70％まで引き上げ、そ

して早期避難者比率を高めると、そんなふうな

努力をした場合にはこうなるだろうということ

で計算をしております。

さらに、「経済被害」につきましては、その両

者、耐震化対策と早期避難者比率を高める、そ

の場合、どうなるだろうかということで検討し

たものでございます。その結果、一番上の表の

右側ということになりますが、「建物被害」です

と、減災対策を講じた場合に５万8,000棟、５

万2,000棟といったような数字になっておりま

す。

さらに、「人的被害」につきましては、8,600

人、5,200人、それから、資産等の被害につきま

しては、4.4兆円、4.2兆円ということになって

おりまして、特に、「人的被害」での減災効果と

いうのは、非常に大きく出ております。これは、

本年４月１日での避難ビルの指定状況というこ

とですので、今後、これから順次進んでまいり

ますれば、さらに、この「人的被害」というこ

とは減らせるんじゃないかなというふうに考え

てるところでございます。

それで、ページめくっていただきまして、３

ページ、４ページになりますが、２つ目の減災

計画の策定についてということでございます。

これまで、県では地域防災計画の行動計画とい

うことで、平成19年３月に、「地震減災計画」な

るものを策定しまして、日向灘地震あるいは南

海地震あるいはえびの地震、そういったものを

想定をしまして、被害の最小化を図るための取

り組みというものを進めてまいりました。

ただ、一方で、今回の想定、非常に大きなも

のになりました。例えば、これまで、日向灘地

震では、最悪の場合、死者は1,550名という想定

をしてございますが、今回は、先ほど申しまし
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たように、３万5,000人というような状況であり

ますので、今回の想定を踏まえた新たな減災計

画を策定する必要があるということでございま

す。

それで、（２）ですが、基本的考え方としまし

ては、やはり、いかに住民の命を守るかという

ことが最優先でございますので、短期・中期・

長期に実施するべきこと、これを全て洗い出し

まして、できることから段階的に進めてまいり

たいと考えております。

さらに、市町村におかれましても、このよう

な減災計画を参考にしながら、それぞれの市町

村での取り組みを進めていただこうと考えてお

ります。

それから、（３）の策定時期、対象期間等です

が、11月末、今月末を目途に策定をしたいと考

えておりまして、現在、作業をしてる最中でご

ざいます。

そして、対象期間としましては、原則１年ご

とに対策の進捗状況や国の動向を踏まえて、見

直してまいりたいというふうに考えているとこ

ろでございます。

それで、現時点での骨子ということを４ペー

ジに入れましたけども、大きくは６つの項目、

県民防災力の向上、住宅建築物の耐震化、居住

空間内の安全確保、それから、外部空間におけ

る安全確保、そして、津波対策、被災者の救助

・救命、そして、市町村の充実、広域連携体制、

そういったことを柱にしながら、必要な内容に

ついて、検討、整理してまいりたいと考えてお

ります。

特に、これだけの大きな災害になりますと、

一市町村、一県だけで対処できるものではござ

いませんので、しっかりとＢＣＰをつくったり、

さらには、一番下ですけども、九州各県等との

広域連携体制の確立、そういったことも念頭に

置きながら、対策を進めてまいりたいと考えて

るところでございます。

さらに、命を守るということで、当面はいか

に避難をするかというソフト対策が中心になっ

てこようかと考えておりますが、従来発生して

いたレベル、例えば、マグニチュード８といっ

たものについては、南海トラフで大体100年か

ら200年置きに発生をしております。そういった

ものに関しましては、津波対策の推進の３行目

に記してますように、海岸等の保全施設の整備、

そんなハード対策も含めながら、総合的に対策

を進めてまいりたいと考えてるところでござい

ます。

それでは、ページをめくっていただきまして、

５ページ、その次のテーマでございます。退職

自衛官の各県における在職状況についてという

ことでございますが、まず、１点目、宮崎県の

状況というのを最初の表にしてございます。

本県では、６名の退職自衛官を現在採用して

おります。内訳につきましては、その表にあり

ますように、常勤職員として危機管理課主幹と

して１名、非常勤職員として危機管理課の防災

教育嘱託員が１名、災害監視嘱託員が４名とい

うことでございます。このうち、防災担当推進

主幹、これは課長補佐級でありまして、防災関

係機関との連携強化ですとか、災害応急対策の

推進あるいはいろんな防災訓練の企画・指導、

そういったものの強化を図るために、平成13年

の８月より選考採用として採用しているもので

ございます。現在、在職されてる方で３代目と

いうことになります。

それから、その下の非常勤につきましては、

まず防災教育嘱託員につきましては、防災教育、

これは住民の自助とか共助、とても大事なテー
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マですので、そういったことを専門に担当しま

すとともに、あと防災推進担当主幹の補助も行っ

ていただいております。

さらに、災害監視嘱託員につきましては、24

時間365日体制ということで、災害監視室という

ものを県庁に設けてございますが、その夜間と

か閉庁日について、災害監視業務を担当してい

ただいてるということでございます。平成18年

の５月から採用しているとこでございます。

次に、２番目の各県の状況ですが、表の一番

下、右側の合計欄をごらんいただけますか。こ

れ、本年の10月１日現在ということで、各県に

電話をしまして、聞き取った結果でございます

が、全県の中で79名の退職自衛官が現在在職し

ております。このうち、常勤で採用されてる方

が右から３つ目になりますが、40名ということ

で、このうち次長級以上の方が２名、課長級の

方が31名、課長級未満の方が７名ということで

ございます。

さらに、九州各県では、本県を含めて４県が

常勤職員を採用しているという状況でございま

す。

また、非常勤職員につきましては、一番下の

右から２つ目になりますが、合計で39名の方が

在職しておられますが、本県では、表のように

見ますと、全国で最大の５名の方を採用してい

るという結果になってるようでございます。

説明は以上でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

○中野委員長 以上で、説明が終わりました。

何か、意見・質疑あれば出してください。

○井上委員 どうも、説明をいただいて、本当

にありがとうございました。ちょっと気になる

ところで、教えていただきたいんですけども、

避難ビルの指定です。避難ビルの指定というの

は、本当に地域によってみると、本当にそこが

命のとりでになる可能性というのは非常に高い

んですが、例えば、避難ビルとして指定をして

もいいという場合と、いや、それはちょっと困

るという場合と、そういう意味でいう、避難ビ

ルにはなれないとかっていうところも非常に多

いかとは思うんですけど、今現状どうなってま

すでしょうか。

○大坪危機管理局長 この調査をするに当たり

まして、４月１日現在の状況というのを各市町

村から聞きました。その結果、県内で現在、津

波避難ビルとして合意をした上で指定されてる

ものが743カ所ございます。このうち、大きなと

ころでは、宮崎市が357カ所、延岡市が350カ所、

日向市が７カ所、日南市が10カ所、串間市が６

カ所、高鍋町が10カ所等となっております。

○井上委員 この避難ビルの指定が困ると言わ

れるような、例えば、ここに１カ所欲しいなと、

避難タワー的なものをつくるというのは財力的

にも大変なので、でも、ここのビルを、そうい

うふうに使わせていただきたいといっても、な

かなかその避難ビルの指定ができないという場

合は、どういう場合が想定されますでしょうか。

○大坪危機管理局長 やはり、これまで市町村

の方といろんな話をする中で、難しいのは、そ

の居住者のプライバシーのその保護といいます

か、そことのそのバランスをどうとるかという

ことが一番大きな課題のようでございます。避

難ビルに指定するということになりますと、365

日、なおかつ24時間、外からも入れるような状

況にしなくてはなりません。万一、地震があっ

たときに、外からでもこう階段を上ったりとか

できるような状況にしないといけませんので、

そこら辺がなかなかその御理解をいただくのが

難しいという話を聞いております。
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○井上委員 その中でも743カ所のビルが、そう

いうふうにして受けていただいてというのは大

変ありがたいんですが、その電源の確保等、地

域的なその一時避難に値するようなものに対し

て、県からの支援みたいなのってあるんですか。

○大坪危機管理局長 津波避難ビルにつきまし

ては、現在の段階で県からの支援措置というの

はございません。

○井上委員 それについての考えというのはあ

るんですか。

○大坪危機管理局長 津波避難ビルにつきまし

ては、民間の施設につきましては、まずは市町

村のほうと話をしていただくということで進め

ております。ただ、公共施設等につきましては、

県の施設であっても、できるだけ開放したいと

いうことで進めてるとこでございます。

○井上委員 それともう一つですけど、この減

災の対策をとった場合のその被害想定が物すご

く下がっていくというのは明らかなので、その

減災にかかわる予算確保ですよね、現実な予算

確保。例えば、先ほど局長がおっしゃったよう

に、民間的なというか、ソフト的な部分とハー

ド的な部分としたとき、その減災にかかわる予

算の確保というのが、大体、その年間にどのく

らいかかって、そして、それを全体的に見たと

きにどのくらいあると、宮崎の減災対策を講じ

たと言えるような状況になるのかというのは、

どのくらいの額をお考えなんですか。

○大坪危機管理局長 まだ、現時点で総額の見

積もりができてるわけではございませんが、県

では、今年度から５億円の大規模災害対策基金

というものを設置させていただいております。

それを使いまして、市町村が避難路とか避難施

設、そういったものを整備するときの一定の補

助を現在進めてるとこでございます。

さらには、これはそういう場所を整備すると

いうこととセットで、どうやって迅速な避難行

動をとるかということも大事な要素になってま

いりますので、そこの啓発というものは、これ

はもう、いろんな機会を通して現在やってると

こでございます。

例えば、今度、12月に総合防災訓練もします

が、そこでも沿岸の市町にはできるだけ住民参

加型の避難訓練をやっていただきたいというこ

とでお願いしてますので、やはり、早期避難が

できればこれだけ軽減できるというのは数字と

して出てますんで、そこを十分に、今後しっか

りと啓発していきたいと思います。

○井上委員 今、宮崎市にちょっと行ってきた

んですけど、やっぱり宮崎市もそこを大変、ソ

フト面ですね、とにかく早く知らせて、そして

早く逃げてということを、そして命を守ると、

それは、何ていうか、「てんでんこ」というか、

昔の岩手の方たちがおっしゃるように、自分の

命は自分でしっかりと守っていくだけの防災力

をつけていくということは、これがもう最高に

必要なことだと思うんですね。

そしてあとは、やっぱりその地域地域によっ

て必要な、その減災のための予算の確保という

のを、非常に御苦労されてるようなお話をちょっ

と聞かせていただいたんですけど、県からだけ

の補助とか、県が市町村に補助する部分と、そ

れから県独自でやらなければならないものとい

う部分、予算獲得をじゃあどうしていくのか、

どうやってそれをはじき出していくのかという

のは、ちょっとそこがベースにないと、ソフト

面のところは、ある程度のところで市町村の皆

さんのお力添えというか、自主防災組織のお力

添えもあったり、いろんなことができる可能性

はあるけれども、あとハード面のこととか含め
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て、どういうふうにしてそれをたたき出してい

くのかというのを、それは、算出するというの

はなかなか難しいものなんですか。

○大坪危機管理局長 今回のその津波の「人的

被害」につきましては、実は10メートルメッシュ

ごとに、そこに人口が何名なのか、そして年齢

層がどうなのかということのデータを全部入力

しました。そして、そこから最寄りの避難所ま

で避難するのにどのくらいの時間がかかるか、

そのバランスですね、それとのバランスで、津

波が何分後にそこにやってくるのか。したがっ

て、そのバランスの中で、助かるのか助からな

いのか、あるいは、津波の浸水深がどのくらい

だったら死亡するのか、助かるのか、負傷する

のか、そういったことを全部、その統計的にデ

ータを入力して積算したものでございます。

したがって、データの内訳としては、市町村

ごとにそういったものを出すことは可能ですの

で、それを今後、市町村と共有しながら、具体

的な避難対策というものに生かしていきたいと

思います。そういう中で、多分、全体の必要量

というのは出てくるんだろうと考えております。

○井上委員 最後ですが、次の新年度予算に、

危機管理局が、減災に対しての予算要求をした

いと思っておられる額というのは、大体、幾ら

になる。

○大坪危機管理局長 そこは、まさにまだ検討

してる段階でして、まだ財政課に要求もしてま

せんので、まさに内部で検討してる状況でござ

いますが、問題は、大きなものですね。例えば、

どうしても身近なもので避難場所が確保できな

いというときに、やっぱりどうしても津波避難

タワーをつくらなきゃならないとか、何か別の

ものをつくらなければならない、そういった、

大きなものがどのくらいなのかということに

よって、全体のボリューム感というのは変わっ

てくるんだろうと思います。それにつきまして

は、今、国会のほうで、この南海トラフに関す

る特別措置法の議論がされてます。情報により

ますと、そういったものについては国が３分の

２補助をするような仕組みというものも考えら

れてるようですので、そういったところを見な

がら、今後検討していきたいと思います。

○中野委員長 ほかにありませんか。

○松村委員 井上委員のまた続きみたいですけ

ど、この被害想定と減災効果について、ちょっ

とお聞きしますけども、県で独自で想定という

ことでございますけど、この減災対策を講じた

場合も、今考えられる減災対策を講じた場合に

この8,600人になるんだという、これはシミュレ

ーションした結果ということらしいんですけど

も、先般、佐伯市をお伺いしたときには、大分

県の想定で約8,500人の死者が出るというところ

を、減災対策を講じた場合には５名という数字

が出てたと記憶しておりますけども、あのとき

驚いたわけですけども。

この減災対策というのは、市町村がいわゆる

自主防災関係で避難をしたり、あるいは避難路

をつくったり、指定のビルを今からまたふやし

ていくということも考えられますし、こういう

数字で本当に、8,600人というところが亡くなる

のか、それとも防災対策、減災対策とっていけ

ば、もっと減るんじゃないかなと、ふと、私も

思ったんですけども。これ今、県が想定してる

減災対策というのは、もう当然、市町村もやる

だろうというところも減災対策だと思うんです

けど、それは、市町村がやる減災対策を今から

やろうという、避難路とか自主防災組織の避難

とか、それも含めて、あるいは夜間なのか昼間

なのかというのも含めて、このぐらいの犠牲者
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が出るよと想定しているのかというのが一つと、

もし、今から市町村がどんどん減災対策をさら

に進めることで、市町村からの積み上げという

やつで、この被害者というのがどんどん今から

減っていくのかというのを、この表の中で、私

もちょっとわからなかったんで、それをちょっ

とお聞きしたいなと思う。

○大坪危機管理局長 まず、この減災対策を講

じた場合の数字ですが、これはあくまで２つの

方法だけです。１点目は、建物の耐震化率を現

状から90％まで高めるというのが一つ、それか

らもう一つは、早期避難率を20％から70％まで

高める、この２つのことをやった場合にこうな

るという結果でございます。したがいまして、

これよりさらに、例えば、避難場所を数多く確

保するとかいうことが可能になれば、数字はさ

らに減ってまいります。

例えば、冊子はお持ちでございますか。恐縮

ですが、冊子の28ページをまずごらんいただけ

ますでしょうか。これ、いつ時点の算定なのか

という御質問がございましたんで、冊子の28ペ

ージ、ごらんいただきますと、「想定ケース①、

②」ごとに、冬の深夜、夏の12時、冬の18時、

この３パターンで、それぞれ想定した数字がご

ざいます。で、このうち、一番右の合計の死者

欄、ごらんいただきますと、「想定ケース①」が

冬の深夜に発生した場合が３万5,000人というこ

とで、これが現状での最悪の死者数ということ

でございます。

さらに、その右側が市町村ごとのその場合の

死者数とか、負傷者数を入れてございます。こ

れは、実は、もう一つめくっていただきまし

て、107ページ、ごらんいただけますか。106ペ

ージ、107ページにこの減災効果というものを市

町村ごとに出しております。例えば、松村委員、

地元の高鍋町の例で申しますと、高鍋町で、左

の106ページでは死者数が1,200名となってます。

これは、現在、指定されている避難ビルなんか

も全くないという前提で、内閣府と全く同じよ

うに考慮したら1,200名になります。

ところが、一方で右側の107ページになります

が、現在の避難ビル、それを考慮しますと1,000

名ということで、これが現状の数字ということ

になります。そこで、さらに下のほうになりま

して、今申しました、建物の耐震化率を90％に

し、さらに、避難者、早期避難者率を70％まで

引き上げれば、高鍋町の場合は170名まで減する

ことができるということになります。

さらに、これに新たな避難場所を整備すると

か、最寄りの避難場所に安全に避難できるよう

にするとか、そういうもろもろの対策を講じて

いきますれば、これよりも少ない数字になって

まいりますんで、そういった、そのもろもろの

減災対策を今後検討していきたいということで

ございます。

○松村委員 それで、先般見た佐伯市のケース

でいくと、佐伯市が考えられる減災対策という

ことを前提に置いて５名という数字が出たんだ

と思うんですけども、これは今後は、宮崎県も

同様に、各市町村あわせて、最大限というか、

考えられる範囲内での対策を講じたときには、

早急にこう、被害がこれぐらいまでにおさまり

ますよという数字はそろそろ出そうだというこ

とですね。

○大坪危機管理局長 これはまさに、内閣府の

説明では、1000年に一回あるかないかというレ

ベルの、最大レベルの想定であります。一方で、

過去、南海トラフで発生した地震というのは、

大体100年から200年ごとに発生してるんですね。

そこを踏まえますと、直近で、南海地方で発生
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した地震が1946年なんです。戦後、昭和21年な

んですね。そこからしますと、今67年経過して

ますんで、常識的に考えれば、あと二、三十年

の猶予は、通常レベルの南海トラフ地震であっ

てもあるんだろうと思いますから、長期的にで

きるものはそういうスパンの中で検討しますし、

より短期にやっていけるものは短期にやってい

くということで、長期・中期・短期ごとにしっ

かりと対策を考えながら進めていきたいと思っ

ております。その中で、新たな減災効果という

数字が出た段階で減災計画を見直していきたい

と考えております。

○松村委員 減災計画というか、実際、減災の

対策を打った後にこれぐらいになりますよとい

うんじゃなくて、いわゆる想定ですから、これ

ぐらいの減災の対策、打った場合には、これぐ

らい被害者が減りますよという、目標というん

ですかね、それをやっぱりこう設定していくと

いうのが、これからの進め方あるいはそこにい

る市民やら県民に対する安心度合いっていうと

ころになると、そのことで一生懸命自主防災に

取り組んだりしていくんだと思うんですよね。

だから、それを、いわゆる佐伯市というのは目

標立てて、これぐらいの減災計画、これぐらい、

５名ぐらいに減りますよというような形を出し

てるというとこにあるんですよね。

だから、私が今言ってるのは、そういう想定

を、市町村から積み上げて、皆さん頑張りましょ

う、これぐらい減りますよというところを出し

ていくということが大事じゃないんですかとい

うことを申し上げただけでございます。

○橋本危機管理統括監 非常に大事な御指摘い

ただいておりますが、正直、この「Ｌ２津波」

というものは、我々もこれをゼロにしますと言

えればいいんですが、それが非常に難しい、そ

もそも想定だという出発点がございます。今回、

こう市町村ごとに厳しい数字を出させていただ

いたのは、これを、まさに委員おっしゃるよう

に、対策をとる出発点にしていただくという観

点で出しております。恐らく、佐伯市さんが５

名で済むのは、距離が遠くて、時間がある程度

かかるということと、あと、私もついこの間、

佐伯市にお邪魔しましたけれども、すぐ後ろに

山がありますんで、避難経路をつくりやすいと

いうところでございます。これは、死者数を見

ますと、本当に地形によって数字が違ってまい

りまして、極端に言いますと、県北の延岡市さ

ん、日向市さんというのは、大変厳しい数字に、

今、なっております。これは、今、津波避難ビ

ルを指定しようにも今の状況では、ないという

限界がございますので、例えば、何年かかけて

都市計画の見直しとか、そういうところまで手

当てしないとなかなか減らせない面はございま

す。ただし、住民の方との合意形成に、こうい

う数字を出すことによって資するんじゃないか

ということで出しておりますので、市町村とよ

く連携しながら、これをどう減らしていくかと

いうのをしっかりやってまいりたいと思います。

○中野委員長 時間も経過しましたが。

○井上委員 都市計画のゾーン指定を、市町村

とかやっておられるじゃないですか。で、それ

が非常に古い指定、その時指定したまんまになっ

てるところとかもあります。逆に言えば、それ

があるがために、ちょっとなかなかできなかっ

たりするところもあったり、いろんな意味で使

い勝手が悪かったりするところもあるんですけ

れども、いわゆるゾーン指定とかですよ、都市

計画のゾーン指定とかっていうのの、そこを精

査していくとか見直していくとかというのは、

市町村とタイアップしながらですけど、それっ
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ていうのはやられる考え方というのはないんで

すか。

○橋本危機管理統括監 先日も、日向市長さん

にお話を伺う機会もありましたが、大変厳しい

数字でございますんで、当然その都市計画の見

直しというのが視野に入ってくるだろうと。津

波の場合、本当に今まで河口沿いで、平野で、

都市機能としては非常に便利なところほど津波

に弱いという面がございますので、例えば、い

い住宅街ということで、第１種の低層の指定を

してると、これはもう地価も上がるわけですけ

ども、すると、高いビルがないから津波避難タ

ワーがないという矛盾もありますので、その辺

は各市において検討されていく内容になってま

いると思っております。例えば、議論の中では、

都市公園の中に高い物を建てようとか、そうい

う議論も始められてるというふうに伺っており

ます。

○井上委員 先ほど宮崎市に行きましたら、平

成12年ぐらいにもうやったやつだから、もうな

かなか、それで今、変更することはちょっと不

可能だよとかっていうお話とか聞かされると、

やっぱり今、きちんとした対応をしないとなか

なか難しい。今後、そこに巨大な避難タワーを

つくれるほどの財力が、じゃ、お互いあるのか

と言われると難しいということが、じゃ、住む

人たちがそこを自覚した上で住むかというと、

そこもまた難しい点がいろいろあると思うんで

すよね。だから、一度、議論の対象にして、市

町村とは議論していただくといいなというふう

に思います。

そしてまた、福祉施設しか建てられないとこ

ろというのも指定されてます。そこは、避難が

困難な地域というふうになってしまう可能性

だってあるので、だから、その辺の指定の仕方

みたいなのを、もう一回考えていく必要性とい

うのはあるのではないかと。減災の効果ってす

ごく大きいので、そこを含めて、一回、市町村

とも議論の一つのテーマにしていただけたらと

思ってます。

○中野委員長 ほかにありませんか。ないです

か。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○中野委員長 では、終わりたいと思います。

どうも御苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

午前11時52分休憩

午前11時53分再開

○中野委員長 では、再開いたします。

委員協議に移ります。協議事項（１）の県外

調査についてであります。

資料１をごらんください。この表です。

来週の11月５日から７日まで実施する県外調

査の最終日程案です。調査につきましては、前

回申し上げましたとおり、岩手県の釜石市、岩

手県庁、黒潮町、高知県庁をお伺いする予定。

調査内容の概要につきましては、日程表に記

載のとおりであります。

今のところ、書記に御連絡をいただいている

方を除いて、全行程に参加いただけるというこ

とで聞いております。

11月５日は７時10分に空港ＪＡＬカウンター

に集合してください。早朝から申しわけありま

せんが、よろしくお願いいたします。いいです

か。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○中野委員長 そんなら県外調査の委員協議は

これでよろしいですか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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○中野委員長 では、２番目の（２）の次回委

員会につきましては、12月６日木曜日を予定し

ております。

次回の内容を協議するに当たり、これまでの

委員会内容を振り返りたいと思います。

資料をごらんください。資料には、これまで

の調査概要と調査先及び委員の皆様から出た意

見などをまとめております。

今回の委員会を含めますと、県内調査を除き、

これまで５回の委員会を開催しています。

これまでは調査事項のうち、特に南海トラフ

巨大地震を中心に執行部からの概要説明や、外

部機関との意見交換、学識経験者からの意見聴

取など、幅広い活動を行ってまいりました。

今後について申しますと、実質あと２回ほど

しか調査する時間はありません。

今後の委員協議の場においては、年度末の報

告書の作成に向けて県当局あるいは国などに対

して、どのような提言や働きかけができるかを

整理していく形になると思っております。

今の段階で、報告書作成に向けて、何か意見

・御要望がございますか。

○外山委員 まだ早いんじゃないの。県外調査

も終わってないし。

○中野委員長 時期尚早ということで、また次

に、その件は検討しましょう。

次回、委員会での執行部への説明、資料要求

について、何かありませんか。

○髙橋委員 前回申し上げた薬剤の備蓄関係と

か、そういったところは。薬剤師会との意見交

換とか。

○中野委員長 それはしちょらんな。意見が出

ました。薬剤師との意見交換をしたらどうかと

いうことが出ました。ほかにありませんか。

今、薬剤師の件が１件出ました。ほか何か、どっ

かありませんか。行きたいところ、呼びたいと

ころ。ないですかね。そしたら、正副委員長に

御一任いただけますか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○中野委員長 ありがとうございます。そのよ

うに準備をさせていただきます。

最後になりますが、（３）のその他でございま

す。委員の皆様から何かございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○中野委員長 いいですか。

では、今後の日程について、再度確認いたし

ます。

11月５日から７日が県外調査となっておりま

す。午前７時10分にＪＡＬカウンター前に集合

してください。

また、次回、12月６日午前10時から予定して

おりますので、よろしくお願いいたします。

午後は１時から再開いたします。暫時休憩い

たします。終了。

午前11時59分休憩

午後１時２分再開

○中野委員長 委員会を再開いたします。

まず初めに、傍聴される方々にお願いいたし

ます。

当委員会を円滑に進めるため、静かに傍聴し

てください。また、傍聴に関する指示について

は、速やかに従っていただくようお願いいたし

ます。

本日は、陸上自衛隊九州補給処長兼目達原駐

屯地司令の川﨑陸将補様にお越しいただきまし

た。初めに、一言御挨拶を申し上げます。座っ

たまま恐縮です。

私は、宮崎県議会大規模災害・防災対策特別

委員会の委員長に選任されております、えびの
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選出の中野一則でございます。

当委員会は、大規模災害・防災に関する所要

の調査活動を行うことを目的としており、本日

は、東日本大震災の際に指揮をとられた経験か

ら見えた防災対策の課題や、県など行政に対す

る提言等について、お伺いしたいと思います。

本日は、よろしくお願いいたします。

次に、委員を紹介いたします。私の隣が宮崎

市選出の重松幸次郎副委員長です。

続きまして、宮崎市選出の外山三博委員です。

小林市・西諸県郡選出の宮原義久委員です。

東臼杵郡選出の黒木正一委員です。

児湯郡選出の松村悟郎委員です。

都城市選出の内村仁子委員です。

右側、北諸県郡選出の・原正三委員です。

日南市選出の髙橋透委員です。

宮崎市選出の井上紀代子委員です。

同じく宮崎市選出の有岡浩一委員です。

欠席者、ありません。

それでは、川﨑様、よろしくお願いいたしま

す。

○川﨑陸将補 きょう、御招待いただきまして、

ありがとうございます。九州補給処長の川﨑で

す。隣におりますのは……

○川口一等陸佐 西部方面総監部の医務官を

やっております川口と申します。よろしくお願

いします。

○川﨑陸将補 それでは、早速なんですけれど

も、必ず来る南海トラフ地震について、ぜひ皆

さんのお役に立ちたいなと思って参りました。

今、私たち自衛隊は２つの脅威に直面しており

まして、この西部方面隊の南西諸島の危機と、

それから南海トラフの危機、この２つの準備を

毎日やっている、こういうのが実態であります。

南西危機の、こちらについては外交努力をす

れば避けることはできますが、南海トラフ地震

はいつか必ず来ると、こういう観点からお話を

聞いてほしいなと思います。

実は、私は、岩手県でも、北海道でも、実は、

静岡県でも説明したんですが、皆さん、うちに

は来ないというんですよ。大丈夫だと、来たっ

てうちは堤防があるから大丈夫だと、でもやら

れたんですよ。いつか必ず来ますから、そうい

う観点から、万が一に来たときにどうするかと

いう観点でお話を聞いていただければありがた

いなと思います。

じゃあ、早速お話をします。きょう、お話を

します話は、提言の５項目であります。その前

に、被害予想と支援の特性ということでお話を

いたします。

お手元にはペーパーをお配りしてますけども、

本来は、部外に公表しない自衛隊の資料も中に

入れております。きょう、この宮崎県の差し迫っ

た状況を踏まえて、私の一存で、実は、自衛隊

もまだ計画の最終決裁をもらってないものを出

してます。

そこで、皆さんにお願いしたいのは、その趣

旨を理解していただいて、川﨑がしゃべったか

ら、８師団はこうじゃないか、西部方面総監部

はこうじゃないかと言わないでほしい、これは、

あくまで今検討途上の案です。でも、これは説

明しないとわからないということもございます

ので、資料としておつけしました。そこを最初

に御理解していただけますか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○川﨑陸将補 よろしくお願いします。

最初に、私が何者かということから、ちょっ

と簡単にお話をしますと、３月11日に東日本大

震災が始まったその日の夜に、岩手県庁の災害

対策本部に入りました。自衛隊の代表として、
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もちろん、林団長の指揮のもとに約5,000名の隊

員と岩手県内の災害対策の指揮に当たりました。

左側、この青いジャケットを着てるのは、岩手

県庁の防災担当職員、眼鏡をかけたちょっと小

さく見えるのがＤＭＡＴ、お医者さんの代表、

右側の黄色いのは消防の代表者であります。

私は、ちょっと簡単に紹介しますと、実は、

先ほど懐かしい言葉、中野委員から言葉が聞こ

えるんですけど、えびの市の出身でして、昭和43

年に、えびの地震という、小学校４年生のとき

に経験をいたしました。そのときに、都城の自

衛隊に災害派遣でお世話になって、その後、35

年後に都城の連隊長をやりましたので、非常に

縁を感じたんですけども、私の職歴をちょっと

紹介しましたのは、いかに災害とずうっとつき

合ってきた自衛官人生だったかということで、

ちょっと簡単に申し上げたいんですが、最初に、

昭和55年に東北の秋田の21連隊というところに

赴任しまして、昭和58年の日本海中部沖地震の

災害派遣に出動しました。これが、私の災害派

遣のスタートでした。秋田市は、海岸の近くに

ありまして、津波も６メーター、10メーターの

津波が来ましたので、宮崎が研究するのは、太

平洋側の小都市だけでなくて、この日本海中部

地震も少し研究してもいいのかなというふうに、

個人的には思ってます。

あと、九州管内でいうと北部九州の風倒木災

害派遣、これは熊本県の小国町に出動しました。

あとは、こうやって行政関係の皆さんとずうっ

とやってくる機会が多かった人生であります。

それで、ここからが本題なんですが、南海ト

ラフの被害様相と支援の特性ということについ

て、私なりに分析をしたものを皆さんに紹介を

いたします。

これは、現在、自衛隊が南海トラフ巨大地震

の対処計画ということで、研究案の前提として

つくってる被害様相ですね。昨今の大阪とか宮

崎県の被害様相は含まれておりませんので、あ

あいった数値が入ると、上のほうの数値がさら

に大きくなる可能性があります。

ここでは、それが問題というよりは、見てい

ただきたいのは、もう皆様御承知のとおり、東

日本大震災の場合と比べて、今回の南海トラフ

というのは、東は神奈川県から西は宮崎県、実

は、最近わかってきたのは、宮崎県の被害様相

でもわかってきたことですが、西の限界は、実

は奄美大島付近まで延びてるんじゃないかと、

さらに言うと、沖縄までという話も出てます。

これは、それだけのことが特色ではなくて、そ

うなるとどうなるかというと、宮崎県が大きい

被害地域の中で、どういう位置づけになるかと

いうことが、小さくなるという意味ですよね、

そういうことを非常に考えています。

これは、南海トラフ地震が起きたときの全国

の陸上自衛隊約15万名、全部は出せませんが、

その部隊をどうやって集中していくかという計

画を模式化したものです。最終的には、ことし

の12月に防衛大臣に報告して政府の計画となる

ものであり、今はまだ研究案であります。

九州をまず見てください。九州には、所在の

４師団と８師団、４師団は福岡、８師団は熊本、

皆様御承知のとおりです。九州の部隊だけで対

応をします。中部方面隊、私がいましたこの部

隊、３師団、10師団、13旅団、14旅団あります

が、これらの部隊に、北海道旭川の２師団、札

幌の11旅団あるいは青森の９師団、こういう部

隊を増強する基本的な考え方です。

それから、関東、東部方面隊はもともとの１

師団、12旅団がありますが、これに北海道帯広

の５旅団、東北の６師団を集中する。言いたい
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ことは、東方と中方、東京以西からこの山口県

までは少し増員があるけども、九州には増強は

基本的にはないと、白紙的な考え方と、そうい

うことであります。あくまで、これは研究案で

す。ということは、九州は九州の部隊でやらな

いといけない。

東日本大震災の場合は、岩手であれ、宮城で

あれ、ほかのところになかったから、３県に集

中、全国の自衛隊10万人集中できたけれども、

今回はそういうふうに来てくれない、来れない

というのが今回の特色だということを、まず皆

さんに知っていただきたい。

さらに、宮崎県内を見ても、従来はやっぱり

宮崎市とか延岡市とか日向市とか行ってたもの

が、奄美大島付近まで南海トラフの限界が延び

るということは、ひょっとすると日南がやられ

るかもしれない、串間もやられるかもしれない、

そうなると、少ない自衛隊や警察や消防の戦力

をさらに分散せざるを得ない状況が起きる可能

性があると、それが最初に申し上げたいことで

あります。

これは、何を言いたいかということなんです

が、これは、岩手県で実際に道路が壊れたとこ

ろを赤ペケでつけたものです。国道10号線が、

宮崎で言えば、どれぐらいで復旧するだろうか

と、それから、宮崎港や日向、細島港は、いつ

になったら復旧するだろうかということは、誰

もわかりません。しかしながら、この岩手県の

事例を参考にして、尺度を皆さんに承知してい

ただきたいと思って、この絵を紹介をしました。

岩手県の場合は、岩手県、宮城県、福島県の

３県に、この道路復旧のために、自衛隊のブル

ドーザー、油圧ショベルだけ、これは全然足り

ませんでしたから、地方整備局が中心となって、

東日本の工兵資材、ドーザーですとかショベル

等、相当程度集中をしました。それで、この45

号線が通れるようになったのは、覚えておいて

ください、１週間後です、１週間後。あれだけ

集中しても１週間は基幹幹線が通れなかったと

いうことが事実としてあります。もちろん、国

道45号と宮崎の10号線は違うところもございま

すので、一概には言えませんが、大きな尺度と

して、そういう尺度を覚えててほしいと思いま

す。

それから、港湾を使えるからこういったとこ

ろはいいじゃないかということなんですが、津

波が流れてきて、いろんな流木や材木が流れて

きた結果、港は使えなかったんですね。非常に

急いで復旧活動をやったけども、港が使えるよ

うになったのが12日目でした。３月11日から12

日目ですから３月23日以降ですね。それまでは、

海からも支援したかったけど、なかなか補給物

資も運べないというようなのが実態でした。

この１週間とか12日、10日前後という尺度は

ぜひ覚えといていただいて、今回は宮崎でもし

この南海トラフ地震が起きた場合には、大きな

支援戦力が大阪や名古屋に行くことを考えると

もっと時間がかかる可能性もあると、こういう

ことです。もちろん、実態はわかりません。

それから、陸上自衛隊はどう活動するのかと

いうことです。それで、先ほど言ったように、

これは私の一存で持ってきましたので、これは

まだ今研究途上の案ということで理解してくだ

さい。

第１期という意味は、震災が起きたら、多分、

都城の部隊がすぐ出動します。あるいは新田原

の部隊がすぐ出動します。それらの部隊でまず

宮崎県内のそれぞれの海岸地域の部隊に展開を

して、各市町村の首長さんと連携をとって、早

速被害の重点地域等を把握をして、人命救助活
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動をやるための、主力が来るための連絡調整を

やると、こういう形になりますし、一部が人命

救助活動を開始するということになります。

これは、その後に、熊本の８師団が部隊を集

中して宮崎県や大分県を中心に人命救助活動を

やると、こういうことになります。このとき、

大事なことがあるんですけれども、これがもし、

この南の屋久島、種子島、さらにこの奄美大島

まで被害が延びるとなると、先ほど言ったよう

に、もう少し、戦力を南まで割かにゃいかんと、

こうなると、人命救助活動に使える戦力はさら

に少なくなる可能性があると。

ここの延岡と門川を少し線を分けてるのは、

基本は、宮崎県は熊本の８師団が担当しますけ

れども、約5,000人の部隊ですが、実際に人命救

助活動をすぐできるのは3,000名ぐらいだろうと

思います。この数字も私の尺度ですので、部隊

がはっきり言ったわけではありません。

ここの、こちらを延ばしてるのは、万々が一、

熊本と延岡を通じる道路が不通になった場合は、

こちらの支援線を、どちらから部隊を出したか

らいいかというのは、部隊が迷っておりまして、

研究しておりまして、場合によっては、北九州

を担当する部隊が、こちらが大分県の被害が少

なければ、この延岡、門川まで４師団が担当す

るということもあり得るということを、今、研

究をしてるところであります。

それで次は、一体この地震が起きて、津波が

来て、火災が起きたら、どんなふうに支援が続

くんだろうかと、時間的尺度なんですけども、

あるいはこの人命救助との尺度なんですけど、

今回、自衛隊は１万9,300人の人命救助をやりま

した。これが大体、全体の70％です、人命救助

したうちのですね。全体の２万7,000人のうち

の70％を自衛隊がやって、そのピークは13

日、4,789名です。これが震災から４日目ぐらい

ですね。

じゃあ、ほかの活動はどうかというと、遺体

収容とか医療支援とかございました。遺体収容

は、大体これで見ると４カ月と20日間、約５カ

月続いているんですね、この御遺体を探す活動

は。

それから、医療支援が大体３カ月、それから

給食支援が約４カ月、それから給水支援が３カ

月半、入浴支援が大体５カ月、だから、万が一、

こういう大きな災害が起きると、短くて３カ月、

４カ月、長ければ半年、救援活動を県全体とし

てやっていかないといけないということを、尺

度として知っておいてほしいということです。

以上のことをまとめて、まず、南海トラフが

宮崎で起きた場合の被害予想と支援の特性にな

るんですが、まず、地震・津波・火災の複合の

ものになるだろうなと、複合災害ですね。

この中で、地震と津波はよく言われてるんだ

けれども、火災も結構起きるんですね。阪神・

淡路のときと比べると、少し、いろんな消防の

皆さんが頑張っていただいたおかげで、建物が

倒壊したことが原因での火災は10分の１以下に

減ってますが、津波が原因の火災がいっぱいふ

えてます。

例えば、海岸地域にあった漁船に積んであっ

た燃料が、その船自体が流されて、陸側でどっ

かで衝突して火災を発生するとか、タンクロー

リー車が運ばれて発生をするとか、津波で流さ

れた車にエンジンをかけたら発火して、これが

火災の原因になったとか、甚だしきは、避難所

がありますよね、避難所。避難所のところに車

でみんな避難してきて、そこで避難しようとし

てきた。そしたら、津波がその避難所にやって

きて、車を流して建物にぶつかってそこから火
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災が起きてるとか、こういう火災が全体で344件

起きてます、344件。岩手県内で26件ですね。多

かったのは、宮城県が194件ですね。これが非常

に大きな特色だと。

それから、消火栓は使えなくなってます。ほ

とんど各県とも消火栓は使えない。大事なのは

水がめだとか、ああいったのが残ってないと火

も消せない。こういったことです。

それから、先ほど申し上げましたとおり、全

国的に被害が拡大する結果、自衛隊だけじゃな

くて、警察や消防の九州への全国規模の応援と

いうのには限界があるんだろうなということが

予想をされます。

それから、国道10号線、先ほどちょっと私の

個人的見解ですけども、岩手県の45号とその主

要港湾の復旧に要した期間を紹介しましたが、

あれぐらいかかりますよという時間尺度であり

ます。したがって、災害復旧の作戦は半年近く

続きますよと、こういうことです。

それから、県都宮崎市が被災するということ

の意味も東北の３県とはちょっと違うなと思い

ます。プラス面とマイナス面があるんだろうな

と。やっぱり県の行政機能そのものが麻痺する

可能性がある。

一方でプラス面、プラス面って言い方はちょっ

と変ですけれども、私は、もう正直に申し上げ

ますが、岩手県庁で２カ月間勤務していて、三

陸との行き交いをしながら、非常に県庁のある

内陸地域と被災地域は温度差があるなというの

を感じました。

三陸のほうは本当に困っているのに、県庁の

ほうは何かゆったりとしてる。正直申し上げま

すよ。３月の11日に地震があったのに、４月１

日には部長級の人事異動をやってましたから。

だから、三陸に対して被害の温度差があった。

それと比べるとこの宮崎も一緒に被災を受ける

というのは、一緒に痛い目に遭うという意味で

言うと、同じ温度差で同じ目線で物を見れると

いう意味では、不幸ではあるけれども、そうい

うことはあるんじゃないかなと。

それから、流言飛語というのは物すごく出ま

す。これは、昔、私がえびの地震を経験したと

きも、もう霧島連山は壊れてもう陥没してるぞ

とか、もう通れないぞとか、秋田県の、私が日

本海中部沖地震を経験して、現場ですぐ災害派

遣、昭和58年の５月26日でしたか、現場へ、す

ぐ男鹿半島に行ったときに、やっぱりこれも流

言飛語が出て大変な不幸があったのは、日本海

側では、地震が起きても津波は来ないと言われ

てたんです。その結果、山の中の小学校、合川

南小学校というこの子供たち、５、６年生が、30

名ほどが遠足に来てました。男鹿半島に来てま

した。そしたら、先生たちはわざわざその上に

いた子供たちを、津波は来ないだろうというこ

とで海岸端に誘導しちゃったんですね。そして、

多くの子供たちが津波で流された。先生も不幸

だったし、子供たちも不幸だと。そういうこと

があった。

それから、この三陸でいうと、夜来た地震は

津波が来ないとかいう流言飛語が出た。こんな

話がいっぱいあります。多分、南海トラフのよ

うな大きな地震が起きると、いろんな、もう東

京はだめらしいぞとか、いろんなこう流言飛語

が出るから、正しい情報を正確に伝えることが

大変大事になってくる。普通の災害でさえ出る

ので、南海トラフが起きたら、相当程度の流言

飛語が出る可能性があると。

そこで、私は、宮崎県の皆さんにぜひ申し上

げたいその１は、避難の啓蒙であります。実は、

私は、青森の９師団に幕僚長として１年半、副



-17-

平成25年11月１日（金曜日）

師団長として１年半、計３年、災害派遣プラス

になったら３年１カ月勤務したんですが、その

地震が来る前に、毎年三陸の市長さん、県庁の

知事さんとかとお話をして回ってました。特に、

三陸の釜石市であれ、陸前高田市であれ、大船

渡市であれ、現場の防災担当職員の人は、明治

ぐらいのやつが来ると大変だけど、昭和の８年

の津波ぐらいであったら、この堤防があればま

ず大丈夫ですと。去年のチリ地震でも大丈夫だっ

たんだから、これだけの物があったら間違いあ

りませんよと言う方がほとんどでした。自信を

持ってました。だけど、もろくもその自信は壊

れたと。私もショックを受けましたけれども、

本当に、こんなのが壊れるんだろうかというぐ

らい、これは一例ですが、宮古地区もそうです

し、どの地域も本当にもうこっぱみじんに壊さ

れたと。こういう、自然は怖いということを改

めて感じたのが、最初に申し上げたいところで

あります。

それから、「ピックアップ行動」ということを

聞かれたことがある方いらっしゃいますか。

「ピックアップ行動」という言葉を聞かれた方。

これは、左上見てほしいんですが、地震が発生

したときに、津波が来るであろうと予想された

地域、実際に、これ後で計算してわかったこと

ですが、東北大学の今村教授が計算したんです

けども、この津波がいた地域に一体どれぐらい

の人がいたかというと、岩手県で10万人、宮城

県で34万人、福島県で８万人の計52万人がいま

した、52万人。３県の24市町村で地震後に浸水

地域に入る人のほうが、浸水地域から逃げる人

より多かった。入ってくる人のほうが多かった。

一例ですけど、名取市の場合は989人が犠牲に

なってるんですけども、浸水地域から西のほう

へ逃げた人が2,500人いるんだけど、浸水地域に

入った人が4,000人もいるんです。そして、その

途中で津波に遭ってるんです。だから、浸水地

域内のこの人口は、地震が起きた14時26分に２

万1,000人がいるんだけど、逐次避難をして、津

波の予想地域から西へ逃げるんだけど、後から、

外から入ってくるんで、だんだん人口がふえて

いるんです。この意味わかる方、いらっしゃい

ますか。想像つく方。これはですね、うちの女

房は大丈夫だろうか、おじいちゃんは大丈夫だ

ろうか、家族は大丈夫だろうか、恋人は大丈夫

だろうかといって、みんな助けに行ってるんで

すね。これ、「ピックアップ行動」といいます。

これを、やらせないようにします。岩手県で「て

んでんこ」という言葉が始まった背景はこうい

うとこにあるんですね。

それから、「グリッドロック現象」というのが

起きます。これは、石巻市を中心として起きた

事象です。どういうものかというと、石巻は渋

滞で4,000名近い人が亡くなってますが、みんな

車で逃げようとするんですね。どういうところ

で起きるかというと、これはちょっと見にくい

んですが、川がこう流れてまして、川を流れた

中洲の地域にこういうふうに碁盤の目状に町が、

市街地が発生して、そういう中に大きな商業施

設があったりすると、東西からこう車が入って

きて、そこからまた逃げようとして、みんなが、

こう渋滞が始まるんですけれども。

石巻市の場合は、最終的には、当初、14時46

分に地震が起きて、15時３分ごろは時速28キロ

ぐらいで車が移動できたものが、15時６分には

時速３キロ、そして、その後すぐ１キロに落ち

て、15時15分、津波が来る30分、40分前には東

西30キロにわたって、１時間に300メートルしか

進めないぐらい車がもう渋滞状態になってます。

それを、その渋滞をさらに加速したのがデパ
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ートとか商業施設に行った人たちが逃げようと

して、また出てくるわけですね。そこから出て

きて、またこの渋滞を加速させて、結果的に車

は全く動かなくなるという状態が起きました。

これは宮崎とか延岡でも同じような状態がも

し起きますよ、現実にはですね。それを改善す

るためには、この東北大学の桑原先生がおっ

しゃってるのは、この商業施設等に入った人間

というのは、地震が起きたら、もうそこから逃

げない、建物の、ビルなんだから、ここでいう

と橘百貨店の中に入った人たちは、もう上のほ

うに、そこで避難する。スーパーにいる人も、

イオンにいる人もそこからはしばらくは出てこ

ない、津波が落ち着くまでは。こういうことを

しっかり指導することと、それから、橋がチョ

ークポイントになると。橋のところで渋滞になっ

ちゃう。それまで４車線あったものが、橋が２

車線になる、したがって、中長期的には橋を拡

大しないと、こういう都市部でのグリッドロッ

ク現象は回避できないということが言われてい

ます。

それから、これは垂直避難の重要性というこ

とで、陸前高田市の例なんですが、このピンク

は陸前高田で津波が起きたところの例なんです

が、ちょっと時間過ぎるかもしれませんけど、

いいですか。これ、大事な話なんでね、申しわ

けありませんが。陸前高田は２万4,000人の人口

で1,800人が亡くなりました。避難所は68カ所あ

らかじめ決めてあったんです。68カ所避難所を

決めてあったんですが、実は、その68カ所のう

ち41カ所が、津波が来た地域の中にあったんで

す。そんなに高い津波は来ないだろうと、３メ

ートルか５メートルぐらいしか来ないだろうと

いうことで、まさか─実は、陸前高田は15メ

ーターの津波が来ました。私も翌日ヘリコプタ

ーで上空から見ましたけども、建物の４階から

以下は全部もうぶち抜かれて一切なくなってま

した。したがって、41カ所は全部津波の地域の

中にあって、避難状況なんですが、市民はどう

いう行動をとったかというと、残った人、入っ

てきた人、赤い、黄色は避難した人、黄色とい

うのはその津波地域以外に逃げた人で、大概の

この70％の人は津波の地域の中であるけど、体

育館に逃げれば大丈夫だろう、市役所に逃げれ

ば大丈夫だろうと言って、逃げたところでやら

れてる、こういう状態。だから、垂直避難といっ

ても相当上に逃げないと危ないよということで

す。

以上、整理しますと、避難の啓蒙ということ

で申し上げたいのは、近代科学技術には限界が

あると、それから迅速な避難が大事だというこ

とで、実は、すぐ避難してないんですよね、多

くの方が。避難をしたいと思った人が、平均的

に避難を開始するのに18分かかってます。来な

いと思った人でも避難をした人は26分かかって

るんですけども、迅速な避難行動がいかに難し

いか。

全体の中で、これは岩手県と宮城県、福島県

の調査をした結果、800名ぐらいのデータがとれ

た、これはもうほぼ母数に近いと思うんですが、

すぐ避難した人は57％、何らかの行動を、つま

りばあちゃんを助けたり、電源を切ったり、い

ろいろな行動した後に、逃げた人が31％、津波

が来るぞと切迫して、もう１時間近くたってか

ら逃げた人が１割もいるんですよ。だから、迅

速な避難というのはとっても大事です。

さらに言うと、お年寄り等を抱えていると、

津波から逃げようと思っても遠くに逃げられま

せん。従来の避難計画なんていうのは、時速３

キロとか3.6キロぐらいで逃げることを前提とし
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て避難所を設定したりするけども、実際は、お

年寄りとか車椅子を持ってる人を一緒に、随伴

して逃げたら、時速は２キロ以下です。こうい

うのがデータ出てます、２キロ以下。そうする

と、避難所はそんなに遠くにはつくれない、こ

ういうことになります。

それから、さっき言った、ピックアップ行動

の回避、これはもう日ごろから啓蒙しないとい

けないです。おじいちゃんもおばあちゃんも子

供もそれぞれの責任において逃げる、ちょっと

非情なようですけれども、こうしないと、本来

やられなくても済む人までやられちゃう。

それから、浸水地域内は垂直避難というのは、

もうさっきのお話で、もう遠くまで逃げられな

いと、宮崎市から大淀川の西の遠くまで逃げよ

うったって、それはもう無理ですわね。そうす

ると、やっぱりビルとかそういったとこに垂直

に避難せざるを得ない、もうこれは皆さん御承

知のとおりであります。

グリッドロック現象を回避する施策が必要だ

と。

それから、「津波てんでんこ」って、岩手県の

釜石市の小中学生は、地震が起きると、どの学

校も全員、子供たちが先生とか、親御さんたち

が言う前に、逃げるぞ、てんでんこで逃げるぞ

と言って、近くの老人ホーム等を経由して、老

人の車椅子を引っ張りながら、全員が逃げて、

これ、被害がゼロでした。こういうのはもうす

ばらしいこと、もう「釜石の奇跡」って言われ

てるんですけれども、こういうふうに宮崎市内

がなってくれるといいな、延岡市内がなってく

れるといいなというのを感じます。

第２報、第３報伝達の工夫ということで、実

は、今回の一番の問題点だと、私が個人的には

思ってるのは、津波警報は当初３メートルの警

報が出ました。これが14時49分、地震から３分

後でした、14時49分。３メートルの津波が来る

と聞いて、それから、さらに25分後の15時14分

には６メートルの津波が来るって警報が変わり

ました。そして、さらに７分後の15時21分に

は、10メートルの津波が来る。３、６、10と、

データが15分置きぐらいに変わったんですが、

市民は聞いてないです、ほとんどの人が。最初

の３メートルぐらいのことしか聞いてないとい

う人が75％ぐらいいました。ということは、第

２報、第３報って伝わってないんですね。テレ

ビは見れなくなってるし、インターネットも映

らない、そうすると、やっぱり大事なのはラジ

オだとか、ああいったのが結構大事だというデ

ータが残ってるんですが、ラジオで第２報、第

３報をいかに正確に市民に伝えるかというのが

物すごく大事だと思います。

防災計画を整備し、進化する必要があると思

います。これは、防災機関の前進拠点の整合と

いうことで、陸前高田市の黄色く塗ったのは津

波が来た地域です。私どもの青森の５連隊、西

帯野君という連隊長たちの部隊が、このちょっ

と四角で書いてある部隊なんですが、当初、陸

前高田工業団地に入って、ここから人命救助活

動をその日の夜から開始する予定でした。とこ

ろが、ここで広域応援に来た消防署がここを占

領していたので、そのこと自体を責めるつもり

じゃありません。ここに入っていたので、自衛

隊はもうこっから先は道路が通れなくなったん

で、車からおりて重機は持たずに、空身で第一

中学校まで前進をしました。そして、小型車と300

名ぐらいがここを拠点にして３日間人命救助活

動をやりました。人命救助活動を本格的にでき

たのは、翌日の朝になりました。

これは、何を言いたいかというと、こういっ
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た、自衛隊や消防署をどこに集結するかなんて

いうのは、日ごろから日向市とか延岡市とかが、

自衛隊さんが来たら、自衛隊さん、ここに入っ

てください、消防さんはここに入ってください、

市民はここに避難するからと決めておけば、す

ぐ活動できるんです。これは、こういうことを

やらんかったがゆえに、６時間以上も人命救助

活動がおくれてしまいました。しかも、本格的

な重機を使った人命救助活動もおくれたという

ことを考えると、非常に残念だなということを

感じます。

ちなみにこの横田中学校は、当初の、地震が

来る前の年には、ここを使わしてくれと、自衛

隊側から市役所にお願いしてたんですが、当時

は自衛隊と余り現場の町が仲よくなくて、反対

をされて使えなかった経緯がありますが、地震

が起きた後は、ここを使うということになりま

す。皮肉な話であります。

それから、これは、日ごろから防災計画で、

ぜひもう、先ほどからいろんな話をしてますが、

ヘリポートの話なんですけども、垂直避難の可

能性が、宮崎市内とか延岡では出てくる可能性

が非常に高い。それから、10号線や宮崎港とか

延岡港、細島港等もなかなか、復旧は１週間以

上かかる。

それから、実は先般、私は佐賀県の医学シン

ポジウムで、福島県の双葉厚生病院の重富先生

と一緒になって、一緒に勉強会やりまして─

重富先生というのは、「取り残された病院」て、

皆さん御存じないですかね、原子力発電所の近

くの病院で、老人たちをどうやったらいいかと

いうことで、結局、病院を放棄して、ずっと西

側のほうに、お年寄りたちを助けたんですけど

も、結果的に、重富先生がおっしゃったのは、

病院にいたほうが助かる率は高かったんじゃな

いだろうかと、こういうことをおっしゃってま

す。

だから、もちろん、それは状況によるんだけ

ども、もし津波等でやられていなければ、病院

から離れて結局、避難所に行った結果、避難所

で寒い思いをして病気になって早く死んじゃっ

たような事例は結局あるわけで、それを考える

と、病院の機能がある程度維持できるんだった

ら、雨露をしのげるんだったら、病院のその例

えば、発電機なんかを維持して、病院で避難所

としてやるということも一案としてあるんじゃ

ないかな、重富先生もおっしゃってましたけど

も、私は全くそのとおりだと思うんですね。

そういうことをやると、その病院で、仮に避

難所となった場合には、そこにやっぱり支援物

資や医薬品や水や食料を運ぶとなると、そこに

もやっぱりヘリコプターが近くにおりる場所が

あるとありがたいなと、こういうことになる。

さっき言った、グリッドロックの話にしても、

垂直避難にしても、デパートの上にしても、そ

う考えると、ヘリコプター等を使った支援とい

うことが、東日本以上に、ひょっとしたら要求

度は高いんじゃないかなと考えると、こういう

ものをいっぱいつくっとってほしいと、こうい

うことを申し上げたいんです。

それから、さらに言うと、岩手県では、自衛

隊のヘリコプターと消防のヘリコプターと、そ

の他のヘリコプターが実は周波数がみんな違う

んです、周波数がみんな違う。だから、危険で

すよね。本当は、航空自衛隊が、あそこでは、

三沢の航空管制塔が全体の指令をして、ＡＷＡ

ＣＳまで飛んでくれました。30機の飛行機に指

示を出すことができます。あなたの飛行機は今

どこを飛んでる、だから、雪みぞれの中で飛行

機同士が安全に飛ぶことができた。だから、こ
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こで言うと、そうですね、福岡県の航空基地か

ら全体の指令を受けながら、あるいは前進基地

として新田原が前進の指示をしながら、その中

でヘリコプターが安全に飛ばすとなると、最低

限はまず、共通周波数を決めておく必要がある

と。もう既に、いろんな県で始まっています。

それから、宮崎空港なんかも、これは冗談で

すけど、冗談じゃない、本気ですが、きょう、

宮崎へ行くんだったら、もう車で半日もかかる

からヘリコプターで行かしてくれよと言ったら、

宮崎空港がおりられないからだめだと言われた

んだけれども、やっぱり緊急時に、私は東京で

防災の仕事をやったことがあるんですが、その

ときもやっぱり羽田にヘリコプターを一回おり

さしてくれと、こういうデータをとっておくこ

とは大事なので、できれば、宮崎空港なんかに、

自衛隊のヘリなんかがおりることも、しょっちゅ

うやらしてくれとは言いませんが、ぜひやらし

てほしいなと。

岩手県では、花巻空港に一般の旅客機が飛ぶ

ところの横に、自衛隊や消防のヘリが飛ぶこと

によって、どうやって、飛行管制を安全にする

かというのも訓練してみないとわからないとこ

もありますので、ぜひ、そういったのも機会が

あればやりたいなと。

それから、これは、私、ことし１月の23から25

日に北海道で札幌に、前職、北海道におりまし

たので─北海道知事は、本当にこう英断だと

思うんですが、60時間にわたる県庁の連続演習

をやりました。ちょっと休みますか。（「いいで

す」と呼ぶ者あり）（「どうぞ続けてください」

と呼ぶ者あり）いやいや。済いません、早口で。

この後、ちょっと北海道をだしに使いますけ

ども、北海道庁の名誉のために言うと、一生懸

命訓練に取り組まれました。普通は、展示型の、

どっちかというと、イベント演習をやるんです

が、北海道はブラインド型の演習といって、状

況を全然知らない、知事以下知らない状況で、

北海道庁の知事以下が何を判断するかという訓

練をやって、私はそのお手伝いをやったんです。

ちょっと横道に、おトイレに行った人が帰っ

てくるまで。ここにいるのは、多田副知事とい

うんですが、彼は、自治省のもともと役人上が

りというか、日南の人間ですね、日南の人間。

北海道で副知事をやってました。宮崎西高から

東大へ行って自治省に入ったという、もう宮崎

県人会がいつも盛り上がってましたけど。しゃ

べったほうがいいのか、どっちがいいですかね。

（「もう続けてください」と呼ぶ者あり）いいで

すか、しゃべっていいですか。こういう北海道

型の演習をぜひお勧めすると、課題がいっぱい

出てきてもう問題だらけだったけれども、県の

職員の皆さんも防災担当職員の皆さんは本当に

やってよかったと、本音でおっしゃってました。

ぜひこういう演習ができたらありがたいなと。

それから、計画の中で、私がこれも強調した

いとこなんですが、全国から東日本大震災の教

訓を踏まえて、以前は請求補給だったのが推進

補給になったんですね。これは、御存じかどう

か、災害対策基本法が変わって、市町村が請求

しなくても、県は中央政府から支援物資をどん

どん前に送り出せるようになったんですよ。御

存じですかね。そうなったんです。なったけれ

ども、私はそれでもまだ避難民に届かないよと

いうことを申し上げるんですが、一切合財サー

ビスで、お風呂もサービスでやったけど、例え

ば、全国から自転車を持ってきたとか、いろん

なこう支援物資が来たりするんですが、市町村

の行政によっては、一部の市町村の住民からサ

ービスを提供すると不公平になるからやらない
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という町長さんとか市長さんとか結構いるんで

すよ。

私は、緊急時なんだから、助けられる人から

助けたらどうですかって言うけど、だめだと、

いや、不満が出るうちはいいよと言う方もいた。

例えば、これは、入浴支援の例なんですが、震

災から１週間たって、18日だから、ちょうど１

週間ですわね。だんだん避難所も落ち着いてき

て、１週間もお風呂に入ってないと、もう女性

だって子供だって、みんな病弱者は特に嫌になっ

てくるじゃないですか。お風呂のサービスを提

供するから、ぜひ入れたらどうですかと、１セッ

トで１日最大800人入れます。そうすると、全員

は一緒に入れんけども、１週間ぐらい繰り返せ

ば、八七、五千六百人は入れるから、いいじゃ

ないですかと言うんだけど、いや、一部の市民

から入れると、ほかの市民から文句が出るから、

本気でこういうこと言ってる市長さんがおりま

す。

でも、気のきいた町長さん、市長さんは、い

や、うちはもう、入れる人から入れてくれと、

こういう町長さんもいて、入る。あっという間

で、二、三日の間に市町村ごと入れる町、入れ

ない町が出てくるんですよ。これはね、緊急時

には、どう言ったらいいんでしょう、私が言う

話じゃないのかもしれませんが、緊急時には最

大弱者からサービスを開始することを許す文化

というか、何かこうならないものかなあという

のを感じましたですね。次第に、だからこうい

うので差が出ていったと。こういう、風呂に入

れるとこはどんどんふえていった。

以上のことを整理をしますと、避難を重視し

た計画、それから陸前高田のように垂直避難を

するんだったら、これは本当に難しいよと。

それから、自衛隊、26ページを見ながらお話

をします。手元の紙でいいですか。26ページの

ほう見ていただいて、26ページになるのかな、

皆さんの紙は。何ページなのかな。

○井上委員 見てます、大丈夫です。

○川﨑陸将補 ３番のとこは、最後、後ほど言

います。

それから、４番のとこが大事です。道路の港

湾等、復旧の優先順位の設定。ここは、知事と

かが決定していただかないといけない。市町村

長なんかが決定していただかないといけない。

例えば、さっきも申し上げたとおり、10号線が

不通になったとします。それから、都城や小林

から来る道路、都城から来る道路、高千穂から

来る道路、何カ所かが通れなくなります。その

ときに、宮崎県内で使う施設機材、ドーザー・

油圧ショベルなんて限界があります。そうする

と、一斉に道路を通れるようにすることは無理

です。したがって、どの道路、基幹幹線を優先

する、10号線を優先するというのか、例えば、

東西に延びる道路、都城やえびののほうから来

る道路が支援物資を運ぶのに大事だから、東西

に延びる道路を優先するというのか、これは自

衛隊が決めるんじゃなくて、行政が決めていた

だかないと。こういうのは、瞬時には決められ

ないので、日ごろからどの道路を優先すること

で市民生活に役に立つなということをシミュレ

ーションしていただくことが大事なんです。

状況判断どうしたら、北海道型の訓練をぜひ

やってほしいんです。各県がやってる展示型の

訓練、確かに、意味はないとは言わないが、も

うそれ以上言いません。（笑声）

それから、首長が被災されたときのことを考

えてやると。大槌町というところは、町長さん

が災害対策本部に来て一生懸命活動されてる途

中に被災に遭われました。その結果、これはも
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う、これも言い方、言っていいんですかね、私

が。本当のことを言うと、もう各市町村ごと、

避難支援物資のぶん取り合戦なんですよね。ど

の市長さんも、市長さんにしてみれば当たり前

です。自分の町がかわいいから、うちの町が大

変だ、うちの町が大変だって、みんな言う。そ

うすると、町長さんがいないとこはもう悲惨で

すよ。だから、大槌町は本当に気の毒だった。

だから、やっぱりこう首長というのは、生きて

るだけで大事だと。

通信が通じないことも問題です。通信が、だ

から携帯、通常の携帯が通じません、数分しか

通じませんので、衛星携帯なんかも町で持って

ない、整備されてないところもあったので、こ

れも初期段階ではもう……。ちょっと手柄話み

たいに言いますが、私は、山田町と大槌町には

自衛隊の衛星携帯を貸しましたよ、使ってくだ

さいと言って、自由にですね。

隣接県との連携がとても大事で、私が、物す

ごく感じたのは、岩手県に被害が集中していた

ので、秋田と青森が物すごく助けてくださった

んです。避難者を受け入れたり、県の職員の危

機管理対策課の人が応援に来てくれたり、食糧

支援をしたり、やっぱり隣接県は、いざとなっ

たら、お隣、近所だなというのを感じましたで

すね。だから、宮崎がやられたら、熊本と鹿児

島県、佐賀県と仲良くしておかなくてはいけな

い。

先ほど、山之口町のサービスエリアにくまモ

ンがいっぱいいたけども、あれはとてもいいこ

とだなと、くまモンと、こうやっぱりみやざき

犬が連携して、みやざき犬も大事だけど、くま

モンも大事だという……、本当に大事ですよ。

それから、災害対策本部の活動の質的な向上

をやらないといけない。北海道でやったことを

だしにして、ちょっとどういうところを改善し

たらいいかお話をします。

共通的な課題その１です。緊急時の縦割り行

政の克服、災害対策本部内の活動をどうやった

ら調和できるか。それから、警察と消防、自衛

隊、お互いに競争する、余り仲良くないです。

この連中をどうやってうまく、同じベクトルの

ほうに向かせて働かせるか、これが鍵だと思い

ます。

これは、北海道の対策本部の会議の一こまな

んですけれども、道庁職員の皆さんは、一生懸

命、市町村の被害状況を把握をして、それで一

生懸命ホワイトボードに書くもんですけれども、

そして、その結果、時間ごとの被害状況を把握

することはもうたけてます。被災状況がこうで

す、こうですと。だけれども、その被災情報の

中には、実は、人命救助に必要な情報がいっぱ

い入っているんだけれども、それをどう処理し

ていいかノウハウがわからない。

これ、一番手前が道路交通の部局なんですが、

輸送班でした。ここは、比較的よかったなと思

うんですが、逐次、ホワイトボードに道路が決

壊した、橋がやられたというような状況を書き

込んでいました。で、その情報を自衛隊に提供

し、自衛隊側も総合状況図で部隊運用に資して

いた。ここは比較的コラボができていたんです

が、それ以外のとこの部局は、医務局だ、何と

か局だというのは、そこで、自分たちが上がっ

てきた情報をまとめることはできるんだけど、

後、どうしたらいいんだろうかと。

一例が２つ目のとこに医療班というのがあっ

て、日赤から医療チーム支援の申し入れがあり

ました。50チームの医療支援を北海道に送るか

ら、それをどう使ったらいいか検討してくれと。

で、この人たちは一生懸命、そのことを記録し
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て、どこに相談しようかと、いろいろ動き出し

たんだけど、誰も動かない、たらい回し状態。

で、このときには、これも一つのアドバイスを

あげたのは、一体全体、今、医療はどこが必要

なんだということを、状況図で把握し、そして

ほかの、日赤以外の、例えば、ＪＭＡＴであり、

あるいはＤＭＡＴであり、あるいは自衛隊医療

であり、米軍医療はどうなってるんですかって、

この人たちの中で、今どこが必要とされるんだ

というのをまず明らかにしないといけない。そ

れを明らかにするのが第一段階。

次は、そこに50チームを運ぶのに、どこから

どの手段でどの経路で、通信はどうするという

ことを調整していくんですよという話をして、

少し動いた。こういうことを訓練しとかないと

できないんですね。幾ら頭がよくてもできませ

ん、訓練しとかないと。

で、ここが、災害対策本部の中の災害対策本

部、ヘッドクォーターだったんだけれども、な

かなかここに、ホワイトボードにいっぱい書い

て、どうしたらいいかわからないと、混乱状態

だったというのが状況です。

じゃあ、現場の警察、消防、自衛隊はどうか

というと、近くで、この共同してやってると、

あっちへ負けるかと一生懸命やるんだけれども、

こういういい状態も起きる反面、実は、捜索地

域には空白または間隙、重複する事態が起きま

す。これを言うと、ちょっと悪口になるような

感じなんですが、一応事実なんで簡単に言いま

すね。警察のところは実動部隊と県警の間の十

分な情報の申し送りありませんでした。それか

ら、陸前高田市では、大船渡警察署の現場は交

番だったんで、陸前高田交番というのは余り決

定権がなかった。陸前高田交番と自衛隊は物す

ごく仲よくやって、あしたの捜索区域は自衛隊

がここ、消防はここ、警察はここってこううま

く決まっていた。ところが、全国からの警察の

応援が来たら、会議に出なくなった。その結果、

自衛隊と消防は同じところをやっていったけど

も、警察はそのうち警察だけのようになってま

した。これはよくないです。もうこれ以上申し

上げませんが、そういう事実がありました。重

複したときはいいです。もし、そこに避難民が

いて、助けてほしい人がいたときに、警察も探

し、自衛隊も探せばいいけれども、空白地帯が

できるのは、やっぱり問題だと。こういうこと

を整理していくのが……。

平素から、自衛隊と警察、消防は、一緒に連

携してやっていくという統一指揮官、それは行

政です。行政が統一してやっていかないと、お

互い同士は競争する関係にあるということを、

残念ながら、それは理解してもらっておかない

と。

それから、共通的な課題その２です。本当に、

これが理解されてないのが残念なんですが、自

衛隊はヘリコプターをすぐ飛ばすだろうとか、

航空偵察をするだろう、だから、情報はほとん

どわかるから、自衛隊はしかも被害様相わかっ

てるんだから、予定どおり計画して、部隊を１

個投入すりゃいいじゃないかと、こうおっしゃ

る方、結構専門家という方でも多いです。でも、

実は、警察と消防と自衛隊の情報全部集めても、

必要とする情報には全く足りません。本当に足

りません。それは後でお話しします。

それから、防災機関の投入体力、10万人も投

入したんだから、よくテレビに出るのは、一斉

検索といって、こうやって１メートルか２メー

トル置きに捜索するところがテレビに出ると、

どこでも全部あのように人がいっぱいいて助け

てくれるんだろうと思ってますが、あれは大き
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な間違いです。今からそのお話をします。

これは、福島県の44連隊という部隊、これは

もうみずからも被災した部隊なんですが、震災

直後は原発の話はまだわからなかったので、３

月14日から５月の連休まで、宮城県の石巻市に

人命救助活動に行きました。そして、1,173名も

の人命救助をしたんですが、この春わかったん

です、２年後にわかったんです。「ビッグデー

タ」ってＮＨＫのスペシャル番組がありました。

その番組の中で、実は、震災直後から携帯等で

ツイッターが1.8億件もの、いろんな、助けてく

れという情報を流してたんですね、1.8億件。

それと、車がカーナビのＧＰＳ情報だとか、

いろいろ、これをＮＨＫさんとか、東京大学さ

んとか、ホンダさんだとか、大学が共同して研

究した結果、実は、石巻市では、44連隊が人命

救助活動をやったこの地域以外の、真ん中の赤

く点線で囲んだ地域に、助けてほしい人が3,000

名もいた。その情報は誰も持ってなかった。最

近になってわかった。ということは、もう警察、

消防、自衛隊の情報、行政の情報、全部集めな

いかんということと、それでも足りないんだよ

ということを、皆さんに早く御理解いただきた

いなということを、これが一つです。

それから、不足する部隊ということで、同じ

く、陸前高田の例を出しますが、当初の初期段

階で黄色く塗ったところが、これ、自衛隊の担

当、すぐ横は消防が担当していただきました。

このときですね、これは大体、町の中心街なん

ですが、津波で覆われた、広さが大体333、広

さ330万平米です。この中に、隊員をどれだけ投

入したかということなんですが、これがその、

ちょっと拡大した図なんですけど、青森からの

５連隊、実際は、1,000人ぐらい入れるんですけ

ども、実際に災害派遣で現場で捜索活動ができ

るのは400名ぐらいです。それをずっとこう展開

して、中隊単位で展開して、ちょっと計算させ

てみたんですが、7,466平米に１人、つまり野球

場に１人ですよ。阪神・淡路大震災のときには、

もっとひどかったです。150メートル四方に、割っ

てみると１人です。150メートル四方に１人。そ

の中に、平均的に助けてほしいという人が2.2名

か2.5名いたというふうに聞いてます。実際は、

情報が絞り切れないと、そんな広い地域を担当

しなくてはいかんというのが実態なので、だか

らこそ、警察の情報、自衛隊の情報、行政の区

長さんなんかが持っとる身近な情報を全部集め

て、一つの状況図で情報処理をするということ

が大事なんですね。

じゃあ、その情報処理なんですけども、標準

化されてません。情報処理を異なる機関同士が

情報を一緒に持って、一緒に作戦をするために

は、今から私が申し上げる４段階を経る必要が

あります。

最初は、情報収集計画をつくらないといけま

せん。それから、処理技法を標準化しないとい

けません。そして、それを共有し、そして活動

で調和すると、この４段階を経ないといけませ

ん。これを簡単にちょっと紹介します。

これは、見にくくて、中身の、最後を見てほ

しいから紹介したのではありません。これは、

南海トラフが起きたときの統合幕僚監部が今考

えてる情報収集計画です。一番左側に部隊をど

こに投入するかを決めるために、どっちの経路

から、例えば、大阪圏に投入したらいいのか、

東京圏、関東圏に投入したらいいのか、それぞ

れの経路の被害の状況等を情報として知りたい

ねという、知りたい情報を明らかにします。そ

して、そのために、何をとったら情報が入るか、

そして、その右側には、その情報をとれる機関
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はどこか。じゃあ、具体的に任務を３つ、４つ

与えないで、端的に、２つ、３つに与えようと

いって、こう任務を与える表をつくります。こ

れは、最初の人命救助の段階。

で、これは生活支援の段階です。こういう計

画を対策本部がつくることによって、地域ごと、

内容ごとに必要な情報が漏れなくとれる基礎が

できます。それから、現場で情報をとる区長さ

んとか、宮崎県では防災担当職員というのは、

今、教育されてますね。ああいった人たちに任

務を与えるときに、明確に任務を与えることが

できるから、正確な情報をとれる素地ができる。

で、忘れていけないのは、阪神・淡路大震災

のときにもあったんですが、阪神・淡路大震災

のときには、神戸、兵庫県に部隊を集中してい

いですよという情報が、大阪府の防災担当の課

長から、自衛隊の３師団の３部長、大塚一佐に

入りました。大阪府と自衛隊、この３師団司令

部はすごく仲がよかったんです。だから、大阪

府は大丈夫だから、兵庫県に行ってください。

その結果、兵庫のほうに集中できた。

今回も、宮崎県内でも同じ。宮崎市や延岡市

がやられてるぞと言ったときは、同時に、都城

は大丈夫だ、えびのは大丈夫だ、高千穂町は大

丈夫だという情報が入ると、こっちには、都城

の連隊は、初期の段階であっても、この町は大

丈夫だからとりあえず宮崎に行けばいいんだな、

こういう話になる。熊本県も大丈夫だというこ

とになると、熊本県にある部隊も集中できるわ

けで、被災地域の情報だけじゃなくて、被災し

てないところの情報も大事だということ。

処理のやり方なんですが、済いませんね、長

くなっちゃって、ごめんなさい。正確な記録と

整理、信頼性の評価、正確性を評価、こうする

といいです。私が一応提案してるんですけど、

これは、苫小牧市の地図なんですが、北海道で

この前あった防災演習で、ここで状況が起きる

と、あちこちで火災が起きた、助けてくれとい

う情報を全部防災担当職員の人が書いたりする。

でも、これだと、早晩、記録があれとこれわか

んなくなってくる。だから、どうしたらいいか。

一例ですが、こうやって、エリアを区切って、

これは市町村の災害対策本部でこうやってくれ

るといいということですよ。エリア１からエリ

ア２、エリア３、こうやって、それぞれに別の

記録用紙をつくる。そして、それぞれの記録用

紙、地域ごと、一連番号で番号をつけて、受け

付け時間を書いて、情報を流してくれた人が誰

で、いつ、どこで、何が起きたというのを１Ｈ

５Ｗで書くくせをつける訓練をさせる。こうす

ることで、類似情報をダブルカウントすること

がなくなります。実際は、ヘリコプターで、宮

城県でも岩手県でも助けに行ったけど、そこに、

要救助者がいなかったり、違うところにいたり、

全然いないと思われたとこにいっぱいいたり、

こういうことがいっぱいあったわけです。初期

段階で人命救助の一刻を争うときにこういう正

確な情報がとれれば、もっと早くできるわけで

すよね。

それから、こういう地図があります。これ、

例えば、この地図の読み方なんかも、右側のよ

うに町内会の人とか警察官がこういう地図を読

んで、ここの市役所屋上に人がいたよという情

報を言うと、地元の警察官というのは土地に詳

しいですから、こういった人の出す情報は信頼

度が高い、でも、中には、電話で、自分の所在、

名前も名乗らないで言う人がいました。そうい

う情報を一々とっていたら、全部、玉石混交で

情報の整理ができなくなってくるんですね。だ

から、やっぱり情報を峻別するというような行
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為が必要になってくるんです。

さらに言うと、正確な情報を得る、これはも

ういろんなとこで申し上げてんですが、これ、

ＵＴＭ座標というんですが、この地図を使うこ

とによって位置情報を市民も行政も警察も消防

も、皆、同じ読み方をする。この、ここは何て

読むかというと、左から右に読むんですね。49

から50、それから、ここにあるから49700と読む。

そして、今度は南から、下から上に読む、20と21

のとこにあるから203と読むと、この座標

は497203というんです。こういう呼び方ができ

るようになると、みんな情報は正しく伝えられ

るようになる。

今、既に、愛知県で進んでる情報を提供しま

す。愛知県では、自衛隊と警察と海上保安庁が

同じ地図を使おうということで進んでます。も

う既に、昨年の12月から始めてます。宮崎県も

負けずに、きっとやってくれると思いますが。

これは、私、先日ちょっと手に入れたんです

けども、10師団からもらったんですが、先ほど

言った、陸上自衛隊方式の地図の読み方を使う

地図を新たに発注をして、これは10万分の１図

でこういうふうにメッシュを切って、座標の読

み方を共通化する地図を使い出しています。

本当は、災害救助、宮崎県の災害対策本部だっ

たら10万分の１でいいですが、市町村レベルに

なると、５万分の１か、２万5,000分の１でない

とだめです、さらに、正確なデータをとるため

には。だから、一歩出おくれたけど、今度は愛

知県に先んじてやったらどうかなあと。で、こ

れは、愛知県の場合は、こういうことで、３県

にわたりこういう地図をつくっていると。

それから、これは、国土地理院でもインター

ネットで、ウェブで出てますので。最後はもう

省略しますが、これはまだ完成途上なので、私

が技術者に申し上げたのは、３桁じゃなくて、

これは名古屋城ですかね、３桁だと、まだ50メ

ートル四方ぐらいの差があるから、誤差が出て

くるからもっとこれ、４桁か５桁読めるように、

技術者にやりなさいと言ってるんです。できる

はずだからやれと言ってまして、できたら、もっ

とこれは精度上がるというように思います。

沖縄県警もこの地図を使い出して、沖縄県で

は、やっぱり地元は何町目何番地で沖縄県警やっ

てたらしいですけど、沖縄県は土地区画が何か

ぐちゃぐちゃ入ってて、使いづらいということ

で、沖縄県警もこの自衛隊のＵＴＭ座標使うよ

うになったとなったんで、ぜひ宮崎県も進めて

ほしいなと。

ちょっと３分間ぐらい休憩していいですか、

私。きょうしゃべらないと、宮崎県の皆さんに

はぜひ頑張ってほしいから、３分間だけ。

○中野委員長 じゃあ、３分間、休憩いたしま

す。

午後２時４分休憩

午後２時６分再開

○中野委員長 では、委員会を再開いたします。

○川﨑陸将補 じゃ、次の話に進めていきます。

じゃあ、情報が共有できたら、災害対策本部の

活動は調和できるかということなんですが、さっ

き言った、いろんなその自衛隊方式のやり方で、

警察がとった情報も消防がとった情報も、一つ

の状況図でやらないとだめだと思うんです。こ

れは、いつも感じてるんですけど、なかなかで

きないんですが。

警察がとった情報を行政が中心となって、消

防、自衛隊、警察の情報、米軍等の情報、こう

いった情報をあちこち、それぞれが自分たちの

とこで処理するんではなくて、処理すること自
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体はお任せしてもいいかもしれませんが、使用

の段階、ユースの段階では、一元的な一つの総

合状況図でできるようにすると。北海道も、60

時間演習の中で、後半にこれをやり出したら、

少しだけうまく動き出すようになりました。

そのためには、例えば、行政の方も警察の方

も消防の方も、情報を処理する処理要員、それ

からオペレーションをする要員を日ごろからつ

くっておくということ、それからまた、日ごろ

からそれをやっぱりコラボできるような雰囲気

をつくっておくこと。で、警察、消防、自衛隊、

どうやっても、どこでもやっぱり、何となくお

互いを警戒してるけど、やっぱり行政が中央に

いて行政が統制すれば、その言うことは聞くわ

けですから、そういうふうになっていくといい

のかなと思うんですね。

それから、これは、北海道庁での県の対策会

議の一例なんですけれども、発表会になっちゃっ

てるんですよ。それぞれその災害対策本部の職

員がまとめた被災データだとか、救援データだ

とか、負傷者データとかを、まとめることは役

人さん得意なんだけども、それを発表する会議

になっちゃってると。もう岩手県も同じでした。

岩手県は、実オペレーションもそうでした。

だから、我々は、お願いしたいのは、総合状

況図を見て、一回現状認識を一つにして、知事

以下、防災対策部員以下、警察、消防、自衛隊

が同じ認識を持って、問題点はどこにあって何

を決定していこうか、決定をしようと。その決

定すべき事項というのは、さっきも言ったよう

に、捜索体力というのは、そんなに潤沢にいる

わけではないので、一例を言うと、捜索地域の

優先順位だとか、道路復旧の優先順位だとか。

─クレーマーがいます。うちから先にやって

くれとか、いろいろな言う……。それから、病

院復旧の優先順位とか、火災消火の優先順位、

火災があちこちで起きたときに、どこも助けて

くれと言うけれども、緊急時には、もう本当に

大変です。その火災対応をどうするか。

人命救助から生活支援に切りかえていかない

といけません。遺族にとっては、いつまでたっ

ても遺族が大事なんで、その気持ちもわかる。

そうすると、俺の家のこの家の下にうちの息子

が埋まってるから、１カ月たったけど出てくる

まで探してくれと言われる、重機を使ってでも

探してくれと言われる。その重機が、重機とい

うのは油圧ショベルですね、油圧ショベルが何

百台もあればやってあげたいけど、数がないと

きには、10台しかないとなったら、それはもう

先に道路を復旧するほうに持っていきたいじゃ

ないですか。持っていきたいけども、市民から

やっぱり非難を受けるわけですよ、そうなると。

そうすると、行政の首長さんが、きょうからは

もう人命救助活動はもうあきらめて、残念なが

ら、後で可能な範囲で逐次やります。それより

も生活、生きてる市民の、被災者のほうを重点

的にやっていきますと、市長さんが決心しない

といけない、そうすれば。だけど、これ、なか

なかできないので、グレーゾーンで、意思決定

をしないでだんだんやっていくもんだから、本

当に仕事が、どっちをやっていいのかわかんな

くなってくる。それを意思決定するのが首長の

責任だと。

それから、ここはさっきもう言った話で、日

ごろから防災機関が入るところを、これも市町

村がしっかり決めといてくれよと、これはもう

ぜひやってほしいなと思います。

ここも重複しますので省略をします。

で、もう何といっても、首長のリーダーシッ

プです。中野先生には、先ほどというか、この
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前もお話ししたんですけれども、今回の東日本

とは別に、私はまだ９師団の幕僚長時代に、岩

手県の釜石市で山林火災がありました。海岸か

ら１キロぐらいのとこだったです。

折からの西風で、火がどんどん燃えていく、

木がどんどんもう、最初は0.5ヘクタールぐらい

だったですよ。だけど、市長さんが、まず私ら

に言ったことは、私はヘリ10機を持って行って

現場の陣頭指揮をとったんだけど、そのすぐ１

キロ横の海水は使わないでくれと、海水を使う

と木が売り物にならないから。だから、20キロ

か何キロか離れた真水のダムからヘリコプター

で水をくんで、そこに持って来て落とし、そし

てまた20キロ行って、こうやってる、こういう

ことをやりました。

異常乾燥注意報が出ていて、風は強い、火は

どんどん燃え広がっていく、幾ら消しても全然

火が消えない。0.5ヘクタールが50ヘクタール燃

えて、70ヘクタール燃えて、100ヘクタール燃え

たところで、市長さんがやっと、自衛隊さん、

川﨑さん、海水使ってもやむを得ない、海水使っ

てくれと言って、そこで決心をされて、海水を

使い出したら、あっという間に火が消えて、最

終的には140ヘクタール焼けました。どっちが大

事ですかと。もうその市長さんを責めるわけじゃ

ないんです。大概の首長さんがそうですから、

うまくやってくれと言ってるんですよ。そうじゃ

ないと、責任者はあなただと、あなたが決心し

とったら、これは、ひょっとしたら、後で、み

んなで飲みながら言ったんですけど、１ヘクタ

ールか、５ヘクタール燃えた時点で、ひょっと

したら海水を使ったかもしれんが、消えてたか

もしれませんよねと。反省ですと、市長さんも

言っておられたわけですよ。そういうことがあ

りました。大事ですね。

それから、対策本部内の編成配置の工夫で、

例えば運輸班で保健衛生班であり、どの部署も

みんなパーツパーツ、皆、同じですが、情報担

当、情報を記録し処理する担当、作戦担当は分

けて、オペレーションをやっていく。総合状況

図を中心にハブ化して、状況を把握する、作戦

室をつくる。

それから、自衛隊がとった情報はほかの機関

に流すという、このルールをつくる、枠組みを

つくっちゃわないと、みんな流さないです。ル

ール化すると。それが、ルール化するといった

だけでも、まだやらないから、何時と何時には、

情報を総合状況図に記入する、そして何時に確

認するというような、ルール化しちゃえば意外

と簡単ですから。

それから、業務の質と要領の改善で、会議は

発表会ではなく認識を共有し、さっき言った、

人命救助の優先順位だとか、道路復旧の優先順

位だとか、それを決定する会議にする。

そして、業務サイクル、これも大事でして、

私は、最初に岩手県庁に行ったとき、一番困っ

たのが、中央政府からの現場視察団だったです。

復興担当大臣が来て、私は３日間その復興担当

大臣におつき合いしたんだけど、その町の自分

の選挙区のところを回って支援をしろとか、あ

あだこうだ言っとるわけですよ。県全体をやら

にゃいかんのに、もうそんなことやってられな

いと、はっきり言った。これも記録されるんで

すか、今の……。（笑声）いや、本当でしたから。

もう実際、でも、そういうこともあったんで、

全体をやらにゃいかんときにはやっぱり全体、

だから、中央から来る視察団が来ることによっ

て、現場の人命救助活動がストップしてしまう

ことがあって。だから、会議は、現場の人命救

助活動が、72時間は大事ですから、この人たち
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が余り、この影響を受けないような時間に来て

もらって、朝早く来るとか、夜遅く来るとか、

そういうふうにしていただくことによって、で

きるだけ業務サイクルを一定にするということ

は、これは大事なことだなと。

それから、支援物資の物流、これも私、かか

わってきたんですけども、県の集積所も、岩手

県、福島県、宮城県で全然違うんですね。成功

事例と失敗事例です。

これ、一番上が岩手県です。岩手県は、花巻

空港と、端末地はアピオというところに集積所

を１カ所だけつくりました。県の集積所は１カ

所だけ。そして、そこから物流、市町村の12カ

所に車で、自衛隊の車だとか、民間をリースを

した車で配って、市町村の集積所から各避難所

には自衛隊が配ったり、行政が機能してるとこ

ろは民間の役務トラックを使ったり、行政の人

がやったりする。これは、最初はこの一番左の

県の集積所を行政がやってうまくいかなかった

です。途中から、クロネコヤマトさんとか、あ

あいった専門家を入れたら、うまくいきだすよ

うになったんで、もう餅は餅屋なんで、最初か

らもうプロに任せたほうがいいと。

真ん中の宮城県は、県の集積所を21カ所もつ

くったんですよ。医薬品は医薬品、食料は食料、

こうやって分けた結果、もうパンク状態だと。

４月11日、宮城県は支援拠点の倉庫がうまくい

かず、倉庫への支援物資の新規受け入れを停止

します、中止します。

それから、３月20日、つまり、震災から10日

もたつと各倉庫、倉庫を貸してる業者が、それ

までは24時間倉庫を借りてもいいよと言ったの

が17時で閉めるようになった。要は、金よこせ

ということでしょう。したがって、直納するよ

うになったと、これは非常に大変だと。

福島県は６カ所をつくりました。ここで申し

上げたいことは、１次集積所はプロに委託し、

倉庫は少ないほうがいいです。宮崎県でもしや

るとしたら、都城だとか、どこかわかりません

が、西都市なのかどっかわからんが、北は延岡

から南は日南まで支援できるのを１カ所にした

ほうがいいですね。多くても２カ所、三、四カ

所、五カ所でやろうとなると、もう統制つかな

くなってしまう。

それから、その１次集積所は大型のヘリの離

発着ができないといけない。相当程度広くない

といけないですよ、相当程度広くないといけな

いです。大型ヘリが離発着できて車がどんどん、

何トンぐらいの商品を使ったというのは、たし

か半年間で１万8,000トンぐらい岩手県で運んで

ました。私、正確にはちょっと記憶が、頭が曖

昧に覚えてるんですが、何トン運んだという記

録を持ってますので、宮崎県にそのとき、１

万8,000トンがそのまま適用されるかということ

は自信ありません、もちろん、その時々の状況

によって違うんですけども、半年間で１万8,000

トンぐらいの物資が来たということです。種々

雑多にですね。

それから、ちょっとこれは県の職員が悩んだ

ところを聞き取った話なんですが、ごらんのよ

うな状況です。リストはできないし、市町村か

ら請求がないと発送ができない、市町村の救援

物資倉庫はすぐ満杯になる。県の救援物資の配

布は保健衛生課担当になるが機能せず、結局、

防災対策本部、ここにいらっしゃる防災対策の

人たちが本当に頑張るというか、もうスーパー

マンみたいになりますね。ほかのとこが、あの

人たちみたいに頑張ってくれないといけないん

だけども、実際は、どこの県でもやっぱり、防

災対策・危機管理部署だけが一生懸命頑張って
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るけど、ほかが追随してないというのはもうど

この県も何か似てますね。

物資払い出しの決定は、市町村からの請求に

応じ防災対策本部が決定、請求交付が原則と。

今は、これさっき言ったように、災害対策基本

法が変わって、市町村まで送り出せるようにな

りました。だけど、さっき言ったように、市町

村長が公平性とか言い出したら、物は届かない

ということです。

もっと言うと、例えば、一例で自転車を配っ

たことがあったんですよ。遠野市のほうで自転

車が250台、車が当初、岩手県では走れない、ガ

ソリンがないんで、みんな、自転車が欲しいと

言ったんです。それで、とりあえず各県の人た

ちがみんな協力して250台の自転車を集めて、１

週間ぐらいで遠野の集積所に集めた、あと250台

要るといううんで、後から持ってくるからと。

で、１週間後に持っていってみたら、まだ最初

の250台があったと、遠野市に。何でかといった

ら、各市町村、特定に配ると不公平感が出るか

ら全部そろってから配るというんですな。平時

はそれでいいんだけど、緊急時はそうじゃねえ

だろうと言って、こういう話ですね。

中に入ってる梱包も、個人の善意はいいんで

すけれども、やっぱりこれ、管理をしっかりや

らないと、もう箱ごとやらないと、個人のやつ

はもう大変で、実は、自衛隊、宮城県では頼ま

れて、こういうふうに、荷物を、箱をあけて、

段ボール１万箱をあけて物資整理をやる作業も

やったんです。これをやって、青空市でこう市

民に配るってなことまでやりましたけど、これ

は本当に体力を使う割には、本当に効果的だっ

たのかなというふうに、私は疑問を持ちますけ

ども、隊員は一生懸命やってくれた。

市町村の状況です。どこ行ってもこんな感じ

でした。こういう状況になります。

それで、これですね。災害派遣のときの、最

初は自衛隊のほうで、例えば、大船渡市は機能

していたので、自衛隊よりは行政がやってまし

た。陸前高田は自衛隊がやってました。釜石市

はその中間ぐらいでした。

そうすると、避難所が岩手県内に380カ所でき

たんです。各市町村単位で見ると60カ所ぐらい。

宮崎県でも同じだと思います。宮崎市は避難所

が200カ所とかなると思います。日向市が150カ

所とか、延岡市が120カ所とかなる、宮崎県全体

で、例えば300とか400とか避難所ができると、

その避難所一つ一つに、何を聞きにいくかと、

やらんといかんわけですよ。これは、そのＳａ

ｈａｎａというんですが、これはＩＢＭ製です。

これがいいとは言いません。これは、最初は、

各避難所にニーズを聞いてた、毛布が何枚要る

かとか、ここ、子供が、食料が何だと、マトリッ

クスになってて、エクセルで出るんですね。避

難所で要求を打ち込むと、それが市の災害対策

本部、県の災害対策本部、全部シグマされたや

つが、総和されたやつがデータが出るようになっ

てて、これが出てきてから、これは陸前高田で

実験をやりました。これが、よかったのかどう

か、現場では当初混乱がありました。自衛隊員

にしてみれば、この作業がもう本当に楽になる

からと。

私は、実は、おととい、陸前高田市の防災担

当職員に電話してみたんですよ。おととい、10

月30日に。そしたら有効な手段だと言ってまし

た、避難所に必ず備えつければいいと。市の職

員がいなくても、避難所の避難民に教えたら、

陸前高田市でも、どういうものが必要だと打ち

込めるようになりましたということを聞きまし

た。
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ただ、市レベルでこういうのを、システムを

購入するにはお金がないので、県とか中央政府

がしっかり考えてほしいと。あると相当程度楽

ですから。こういうシステムが入ると業務が相

当程度楽になるんじゃないかなと、私は思いま

すね。最初は人力でやってたと。どんなことやっ

てたかというのは、この後紹介します。

避難所の運営の質的向上なんですが、最初は

こうやって、避難所をずうっと御用聞きで回っ

ていくわけです、毎日、380カ所。こう聞くこと

で、本当はここで、こういうお医者さんたちが

いて、さらに、お医者さんも、これまた、私が

ここに、横にいて言うのも何ですが、お医者さ

んも日本医師会、私は、先週、日本医師会で話

をしてきました。お医者さんも、医師会と赤十

字、自衛隊医療、皆、仲悪いんですよ。仲悪い

といっても、個人は優秀なんだけど、組織をま

とめてやってやろうというのがないので、ちょっ

と説教してきました。みんなが力を総和しない

とだめですよという話をしまして、この話、さっ

き言った、こう避難所を回るときも医療機関の

チェック機能があると、とても助かる人はもっ

とふえるのでね。

このとき、ちょっと横道にそれるんですが、

こうやって自衛隊の格好をした泥棒も出たんで

すよ。秋葉原で自衛隊の戦闘服を買って。避難

所を回っていくときにわかったんですが、泥棒

がいて、その泥棒は警察にちょっと情報提供を

して、岩手県警さんとはうまくやったんです、

犯人逮捕してもらった。

で、380カ所の避難所では、一般的に言って、

避難所は小さいコミュニティーはうまくいって

ました。部落で、集会でこう、地区でやってる

ところは。ところが、この大きいところは、避

難所が300人も500人も体育館に入ると、避難所

の品質をどう管理するかというのが問題になっ

て、我々つくったのが、これなんですが、避難

所の評価リストで、衣、食、住、医療で分けて、

防寒具があるか、衣類はあるか、食事は３回来

るか、水はあるか、暖房はきいてるか、トイレ

は入れるか、お風呂は、これは定期的にという

意味は、先ほど言った、１週間過ぎた後、10日

に１遍ぐらい入れるかどうか、イエスかノーか。

あと、薬はあるか、受診はできるかということ

で、全部でイエスの場合は10点になります。で、

９点以上をＡとして、７、８点がＢ、以下、Ｃ、

Ｄ、Ｅとして、毎日、全部の380カ所を評価しま

した。

こうやって、一つ一つ隊員が聞いていくんで

す。さくら幼稚園には避難者が170人いて、こう

いうものが必要だと、生活レベルはＥだと、支

払い方法、こうこうやっていくんですね。これ

手作業でずうっとやっていきますから、膨大な

作業だった。さっき言った、Ｓａｈａｎａとい

うのが入れば、これを機械がやってくれるとい

うことですよ。

そして、これはまた陸前高田市の例ですが、

陸前高田で60カ所ぐらいあった避難所を一つ一

つこう評価していって、Ｃ以下のところをマー

キングをして、この左下にマーキングしてます

が、ここのとこが重点的に医薬品とか医療品を

運んでいこうとか、こういうことをずうっと２

カ月、３カ月やったんですね。管総理から褒め

られましたね、これ。ここまでやってくれてる

のかって。

大体、以上なんですが、もう一つ、これです

ね。私らが非常に感じたのが、後でわかったこ

となんですが、後でというか、２つ大事なポイ

ントがあって、在宅避難者とこの避難所に避難

している人がけんかになるんですよ。避難所に
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いる人から見たら、自分の家がやられていない

在宅避難者はうらやましく見えるんですね。自

分の家が流されてないから。だけど、もう電気

もガスも来ないので、食事はつくれないから、

やっぱり避難所にこの食料品をもらいに来たり、

医薬品をもらいに来たりするんだけども、何で

あんたたち、家あるのに来るんだてなことでト

ラブルがもう、日本人は皆仲いいっていうけど

も、実際にはそういうことが起きました。

だから、これは在宅避難者にも避難所にいる

人たちにも、お互いに助け合わないとだめです

よというのを啓蒙するような教育が必要ですし、

避難所のリーダーのリーダーシップがとっても

重要です。

だから、先般、宮崎県では、もうすばらしい

なと思ったのは、防災職員、何だっけ、何とか

防災指導の人たちが、（「防災士ネットワーク」

と呼ぶ者あり）防災士ネットワークといって、

ああいった方々が地域リーダーとなって避難所

を運営していけば、とってもこれはうまくいく

んだろうなと。あの人たちにこういう評価基準

のつくり方まで教えて、標準化していけばいい

んだろうな。そのときに、地域リーダーは、男

性だけじゃなくて女性の目線が大事です。

岩手県では、私たちは途中から、「お話伺い隊」

というのをつくったんです、お話伺い隊。避難

所に回って行って、意見を聞いたらだめなんで

す。これは、岩手県出身のズーズー弁の女性自

衛官で、保健師さんの免許を持ってたり、いろ

んなメンタルヘルスの免許を持ってる女性をチ

ームとしてつくって、お話を聞かしてくださいっ

て言ったらだめなんです、おばあちゃんと言っ

てもだめなんです。お茶飲みませんかって言っ

て、お菓子をいっぱい買い込んで、買い込むと

いうか、支援物資を持って行って、お話を聞い

てるうちに、いろんな女性の目線、それから子

供目線の話がいろんなのが聞けて、それを聞い

てきたデータを、二十数カ所に行かせましたが、

県の行政に反映させるということをやりました。

これは、とても成功だったなと思うんですけ

れども、女性目線から見ると、やっぱり下着だ

とかああいったこと、あるいは防犯だとか、そ

ういったことが非常に大事で、それが男性の地

域リーダー、避難所のリーダーには言いにくい

ので、それが言えるシステムを避難所ごとつくっ

ておくというようなことがとても大事だし、避

難所そのものは大人数であっても、町内会でま

とまれるような感じでつくっていく。

本当に細かいことまでけんかになるんですよ。

例えば、体育館の電気を何時に消すかといった

ことでもめるんですね。小さい赤ちゃんがいる、

子供がいるところはもう早く電気を消して、子

供を寝させたいと思うし、もう大人だけのとこ

ろは、いや、つけとってくれとかいうこともあ

るし、いろんなことがあるわけですよ。そうす

ると、パーティションですね、家族ごとのパー

ティション。全部高くすると、これは防犯上、

問題がある、低くすると個人のプライバシーが

出されます。せめて、女性が家族ごと、下着を

着がえるぐらいの、体をふけるぐらいの、パー

ティションをつくってあげると、こういったこ

ともとっても大事。現場で、そのお話伺い隊の

女性の隊員たちが聞いてきてくれて、ああ、本

当なんだなというのを……。

ちょっと長くなりましたけど、最後です。南

海トラフ巨大地震というのは、必ず来ます。皆

さんは、宮崎には来ないだろうと思ってる方も

いらっしゃるかもしれませんが、来る、来る。

必ず来るので、ぜひ頑張ってほしいなというこ

と。
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あと、この医療関係でいうと、医療に、最後

にちょっとあれですが、自衛隊医療だけに過剰

な期待はされないほうがいいと思います。冷た

いなと言われるかもしれんけども、自衛隊医療

は、あくまで基本的な、もちろん、一生懸命市

民の皆さんのためにやりますが、勢力的に言え

ば、災害派遣に出た、その九州管内のここの彼

らの能力というのは、九州管内のその３万人の

隊員が負傷したとか、それにプラスアルファぐ

らいしかできないんで、健康な隊員ですから、

いざとなるとそれだけじゃないんだけども、風

邪を引いたとか、それぐらいの医療はずっとで

きるけども、過剰な医療は期待できないんで、

やっぱりＪＭＡＴだとか、日本赤十字だとか、

ＤＭＡＴと連携をして、医療チーム全体を組織

化して、やっぱり病院治療というのをしっかり

こうやりながら、自衛隊はその一部をお手伝い

するというような考え方のほうが、私は適正か

なと。

長い間しゃべりましたけれども、以上で私の

お話を終わりたいと思います。ありがとうござ

いました。（拍手）

○中野委員長 ありがとうございました。予定

しておりました時間が２時30分でしたが、ちょっ

と時間をいただきまして、質疑・意見交換会を

したいと思います。委員の皆さん方から何かあ

れば、この際ですので。ないですか。

○内村委員 済いません。どうもありがとうご

ざいました。私は南三陸町に行ったんですが、

そこで、今言われたように、誰が入ってくるも

わからない、そして、支援物資もリーダーがい

ないといけないということを言われたんです。

そして、支援物資の中にも、もう捨てる物が大

分入っていた。その仕分けが大変だったと言わ

れるんです。やっぱりそういうのもちゃんとし

とったほうがいいんやないかなと思うんですけ

れども、そういうことはやっぱり大事なことな

ん……。

○川﨑陸将補 大事ですね。もうおっしゃると

おりで、本当は時間があったらその仕分けの仕

方も、私、一案を提示したかったんですけども、

もうそうすると、もうこれ何百倍もなっちゃう

んで、やっぱりバーコードを使って、箱ごと管

理できる体制をつくらないとだめです。例えば、

個人が一つの箱の中に、毛布を入れたり下着を

入れたり、こうやって善意で持ってくるんです

けど、あれはもうほとんど使い物にならない。

展開できないんですよ、何万箱となりますから。

そうすると、この箱は医薬品だとか、この箱は

水だというふうに、マスとして、量としてわか

るような仕分けをしてくれないといけない。そ

うしないと、結局皆さんの善意が無駄になっちゃ

う。こういうのがもう至るところ、もう南三陸

町だけじゃなくて、全部がそうでした。

だから、ルール化しておくことが大事です。

もし、それでも個人の、そうはいっても、個人

のやっぱり善意をということであるならば、どっ

かの中間段階で箱を開梱して、衣類関係は衣類

で集めて、水は水として集めて、そのグループ

ごと分けた後に、市町村単位で配ってあげるし

かないでしょうね。

○内村委員 もう一点いいですか。その支援物

資の中で一番役に立った物といえば。

○川﨑陸将補 それは、時間とともに変わるん

です。これは、想像力を働かしたらすぐわかり

ますよ。中央から来るのは、常に遅かったです。

常に遅いんだけども、遅いというのは、必要な

ときには来ないで、不必要になったときにはいっ

ぱい来るというのが、一言で言うと、そういう

ことです。
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だから、初期段階で人間が、私たちはもう演

習場なんかでよく何にもないとこで訓練をする

んで、そのとき、何が一番最初に欲しいかとい

うと水です。被災者も同じです、水。それ以外

は食料です。それがあったら、次は衣類です、

衣類。これはもう、最初、必ずそうなんです。

宮崎県は北海道と違って寒さがないけれども、

もし寒いところであれば、この、暖をとるとい

うことが次に大事になります。

で、水と食料と衣類がそろえば人間は一応自

分の生存に危機がなくなったら人間は、マズロ

ーでしたっけ、人間の５段階の欲求段階がある

……。自分に命の危険がなくなったら、次はしっ

かり休みたいとか、だから、天幕が欲しいとか、

避難所の、屋根があるところが欲しいとか。

したがって、最初の話に戻ると、何が大事で

すかと言われると、人命救助の72時間から１週

間はまず水と食料と衣類と、毛布とか、こういっ

たものを届ければいいですよ。あと、わがまま

を言うのは、その後、出てきますから。全部、

その後なってきたら、今度はストーブだとか間

仕切りがどうだとか、お風呂に入りたいと言い

出すのが大体１週間ぐらいです。１週間を過ぎ

たころから人間は必ずそういうふうに言ってき

ますので、段階ごとニーズが変わってくるとい

うことです。

もし、よろしければ、せっかくの野外手術シ

ステムの話を、ちょっと簡単に説明……。（発言

する者あり）何分しゃべったらいいですか、済

いません。

○川口一等陸佐 済いません。もう時間も過ぎ

てますので、今回御要望をいただきました野外

手術システムにつきまして、方面総監部医務官

の川口一佐が御説明させていただきます。

野外手術システム車というのは、こういった

写真のようなものでして、これは旧タイプなの

で４両編成ですが、ユニットをこうトラックに

乗せた形になってます。基本的には、これを天

幕等とつなぎ合わせて医療活動を行う。いわゆ

る野戦病院をつくるためのシステムです。

このようになってまして、手術車というのが、

こう横に幅を広げられるようにできてまして、

あと、手を洗ったりする準備車、あとは滅菌車、

補給車というシステムなってます。これは新し

いのは、３両編成になってます。それぞれに、

それぞれといいますか、発電機と、先ほどちょっ

とお話しもありました水タンク車、水が大事で

すので、それもついてるというシステムになっ

ております。

これは、阪神・淡路のときに実際に展開して

いたときの写真です。これ、私、このときにも

衛生隊にいたんで、実際に、ここの現場に行っ

てたんですけども、このような形で展開をしま

す。これ、実際には、トラックに積んだ形でやっ

ておりますけれども、クレーンがあれば下にお

ろして使うこともできます。ここの部分が、やっ

ぱりどうしても車載でやると移動性はいいんで

すけども、高さがあるんで、ここのところで受

け付けをして、ここまでかつぎ上げて、中で手

術なり処置を行うという形になります。

後日できたものが、こういう対策品ができて

るんですけど、周りに覆いができたという形に

なっています。これ師団用と書いてありますけ

ども、西方管内には師旅団が持ってまして、師

旅団、師団と旅団がそれぞれ後方支援隊という

とこに衛生隊を一つずつ持っておりますので、

沖縄を除きますと、４師団と８師団がワンセッ

トずつ持っているという形になります。

もう一つ、後ほど出てきます方面衛生隊とい

うのがありますので、そこがもう一つ持ってる
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ということで、九州管内にはこれが３セットと

いうことになります。

中は、このようになっておりまして、中自体

は若干狭いですけれども、普通の手術室とほぼ

変わりないという状況です。

先ほどの周りの幅を拡張し拡幅して手術室を

展開するという形です。

これは、これができましてからもう20年以上

たっておりまして、更新時期になっております。

現在は、２型という新型になっておりまして、

逐次変わってきてるという状況で、今度、３両

編成になってます。手術車、準備車、滅菌車と

この３両セットになって、若干大きくなって台

数が減ったということであります。

このような形ですね。中も、このような形で、

ほとんど最低限必要なものはそろってるという

状況です。このような形で、手術室でないほう

にはいろいろ検査機械ですね、血液検査である

とか、そういった道具がいろいろ入ってるとい

うことです。これも同じですね。血液を保存す

る冷蔵庫等もあるということです。

これは、実際には、これは模擬ですけれども、

手術、こんな感じでできますという写真、訓練

の写真です。実際、野外に展開する、これもう

フル、フルでもう最大限展開すると、このぐら

いのような形になる、これは北海道でやった訓

練で、これ、地積も相当いるんで、実際ここま

で展開できることはほとんどないと思いますけ

ども、この中で、先ほどのシステム、ここの部

分についてるということで、その前に、これ、

エアドーム式のテントですけども、こういった

ものをつなげて、ここで診療等を行って、ここ

はもう野外病院として使ってますので、こういっ

たところは全部病棟ですね、病院でいう、入院

患者を入れておく場所等になっているというこ

とで、実際にここまで展開することは、もうほ

とんど現実的にはないんですけども、この中で

必要なものだけを切り取って使うという運用に

なります。このように、ガスストーブもあると

いうことです。

これは、方面衛生隊というとこにあるのは、

これは５両編成になってまして、この周術ユニッ

トという、術前術後の管理、麻酔をかけたりさ

ましたりとか、そんなようなところの部屋がつ

いてるということになってます。これは、健軍

にあります方面衛生隊がワンセット保有してお

ります。

下の写真はこれを卸下して、地上で展開した

ことです。このような使い方もできて、このよ

うにすれば、高さの問題がなくなるんですが、

これおろすために、これかなり重いコンテナで

すので、クレーンが必要になるので、なかなか

その災害の現場等では、かなり制約を受けて、

運用に、卸下するとなると制約を受けるという

ことになります。

今のが、野外手術システムと言われてるもの

で、これが数年前に導入されました移動式医療

システムというのが、これはもう全国で1.5セッ

トしかないんですが、というのも、一応御紹介

のために、ごらんに入れます。

これにつきましては、当初、国際貢献活動用

に装備されたものでして、基本的には海外での

使用と、要するに、ＰＫＯ活動等で使うという

ことを念頭に置いて開発されたものです。これ

のシステムにつきましては、先ほどの野外手術

システムと違って、トラックに乗った形ではあ

りません。通常の20フィートコンテナの組み合

わせになってます。逆に言うと、世界共通サイ

ズのコンテナですので、船で運ぶであるとか、

航空機で運ぶというようなことが容易な形に
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なっています。そのかわり、自分で走っていく

ことはできないので、非常に移動に時間がかか

る、所要が大きいというようなことはございま

す。

これは、実際に、なかなか全部展開したこと

は今まで一回しかないんですが、これがことし

の冬に東京の三宿の中央病院の敷地の中で展開

したときの図なんですが、ちょっとこの日、

ちょっと雪が降ったので上にカバーかけてて見

にくいですけども、これがそれぞれが、一つが

その20フィートコンテナになってます。このコ

ンテナをいろんなもの組み合わせてやるという

ことで、ここにはＣТ車もついているというよ

うなことで、ここが手術室になります。ですの

で、これも先ほどと同じように、いろいろこう

全部展開すると大体、自衛隊の持っている小さ

な地区病院ぐらいの能力は持っています。

で、実際に使うときには切り売りして使うこ

とになりまして、現在、この南スーダンに、今、

西方の部隊が出ておりますけども、こちらでも

医務室として一部を使っています。で、その前、

もう今行ってませんが、ハイチでも一部使って

ます。

普段全く使わないというのももったいないと

いうのもあって、自衛隊の富士病院というのが

ございまして、そちらのほうに普段は一部、こ

れは、先ほどあったＣＴ車ですけども、こういっ

たものを一部つないで使っているという状況で

あります。

実は、海外用なんですが、一部実際、東日本

のときに使いました。どういった形で使ったか

というと、これはそもそもの全展開したときの

図なんですが、ここの赤字の、赤でくくった部

分だけを使った。どういう使い方をしたかとい

うと、自衛隊の仙台病院という病院が仙台にあ

るんですが、そちらの病院がやっぱり被災しま

して手術室が使えなくなったということで、手

術室のかわりとしてこのシステムを持っていっ

て、ここも病院なんですけど、病院に連接させ

て使ったと。

これが、実際におろしてるとこですけども、

これは模擬ではなく、実際の手術です。手術場

面ということで、実際、何十件かこの後、復旧

するまで手術を続けております。特に大きな問

題はなく使え、私も実際見てみましたけれども、

使えてます。

ということで、先ほど川﨑将補のほうからも

お話ありましたけども、こういったものを持っ

てまして、よく後方等に出るときには、救護所

であるとか、こういった手術システムだとか、

こういったものがどうしても前面に出てきます

ので、非常にこう、確かに、こういうものがぽ

んと、すぐに行けて展開できればそれなりの能

力にはなるんですが、実際には、保有個数も少

ないですし、あとは、どうやってこれを持って

いくのかという問題、あとはどこに置くのかと

いう問題、そこのところは、先ほど川﨑将補か

らもあったように、事前にある程度の構想がな

いと、思いつきのようにここに入るとかってい

うわけにはいかない話になりますので、ですの

で、あくまで事前のそういった自治体の方々等

とのすり合わせというのは、非常に大事になる

んだろうなというふうに思います。

○中野委員長 今、自衛隊の野外医療システム

について、医務官からご説明がありましたが、

このことも含めて何か質問ありませんか。ない

ですか。

○重松副委員長 済いません。今の医療システ

ムを、例えば、大型フェリーとか、それから貨

物船にそのままユニットとして入れて、それが
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病院船みたいな形の使い方というのはできるん

でしょうか。

○川口一等陸佐 ことしの８月の31日に、三重

県でしたか、そちらのほうで実際にやっていま

す。これは、防衛省も当然、政府として、内閣

府だったですか、総務省か内閣府かちょっと忘

れましたが、そちらのほうが主導してやったと

いうふうに聞いてます。

私も８月の下旬に、現職についたばかりで、

その前は陸幕、市ヶ谷のほうにおりまして、ちょ

うどそういうのを衛生部で担当した部署にいた

んですが、そもそもは今おっしゃった病院船か

ら来た話で、なかなか病院船、あればもちろん

非常にいいんですが、非常にコストがかかるん

ですね。維持運営に物すごいお金がかかるとい

うことで、なかなか現実的じゃないだろうとい

うことで、では、あるもので何とかならないか

ということで、今お話しになったようなものが

出てきたというところです。

私も、それを実際見ることなく来てしまった

ので、詳細は承知してないんですが、聞いたと

ころでは、それなりに使えるだろうという話は

聞いてますが、ただやっぱり、それにしても問

題点が多くて、やはりその組み合わせにするに

しても、乗せるのにどうするんだ、電源がどう

なるんだ、例えば、発電機を中で回す、先ほど

言うように、非常に大きな発電機使うんですが、

じゃ、艦内であれを回せるのかとか、排気はど

うするんだということに始まって、そもそも船

の上ですので固定しないといけないわけですね。

車に積んだままだとぐらぐらしてしまいますし、

おろすとなると今度クレーンがいると。なので、

やっぱり、水はどうするんだとか、さまざまな

問題があって、なかなかそう簡単に、あのユニッ

トをぽんと積んだからといってすぐにその能力

を発揮するというのはなかなか難しい。普段か

らそういう積むという想定のもとに、いろいろ

こうコネクションであるとか、いろんなものを

やっておけば、ある程度ということはあるかも

しれないですけども、現状では、なかなか、す

ぐに最大の力を発揮するというのは難しいのか

なと。

○川﨑陸将補 ちょっといいですか。先般、東

京の医学シンポジウムのときに、ボストンで、

マラソンで爆弾事件が起きましたよね。あのと

きに救急医療が非常にうまくいった事例を紹介

されたんですよ、お医者さんの、ハーバード大

学の先生が紹介されたんですけれども。

あのときに約105名程度の負傷者が出た、もう

足を切断するような事案だとかいっぱい出たん

ですけども、ボストン市内の３つの大きな大学

病院が３つなぜか偶然に35名ぐらいずつうまく

配分をやって、救急患者を35名ずつその病院に

入れ込んだと、その間の止血の容量も、わずか

平均に1.5リットルの血液、それが多いか少ない

かわかりませんが、止血でとめられて、そして

病院に入った。で、病院が救急医療を施して、

多くの人が助かったというんですが、なぜアメ

リカではあれができてという話をされて、その

後、日本のお医者さんたちが話したのは、アメ

リカは、その救急医療チームを受けるチームが

それぞれの拠点病院等にしっかり、満杯で働い

てるんじゃなくて、予備の先生たちもいらっしゃ

ると。

それから、病床も、例えば、病院に100床ある

と全部満杯にしてないと。緊急時に患者を受け

入れるために、万々が一、宮崎市内でこうやっ

て大きな被災地が出たら、都城の救急病院のど

こかには、予備の病床を持ってると、そういう

体制をしっかり地域ごと、行政でつくってるん
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だと、そういうことで、ただ単に早く運べるだ

けではなくて、受け入れれる、受け入れた人を

手術できる体制をつくっとかないと、作戦はう

まくいかないということをおっしゃってました

ので、紹介をしました。

○重松副委員長 ありがとうございました。

○中野委員長 いいですか。

○重松副委員長 はい、もうよろしいです。

○中野委員長 ほかにございませんか。いいで

すか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○中野委員長 ほかにないようですので、以上

で終わりたいと思いますが。

本日は、大変御多忙の中、また遠方よりお越

しいただきまして、我々にそれぞれ御指導賜り

ました。まことにありがとうございます。

本日、お聞きしたことにつきましては、我々

のこれからの委員活動に、そしてまた、近く報

告書もまとめて、県にも提出しなきゃなりませ

んので、その大きな参考にさせていただきたい

と、このように思ってるところであります。

最後になりますが、川﨑司令、川口医務官、

そしてまた、同行された自衛官の皆さん方に、

心から感謝を申し上げまして、皆さん方のこれ

からのますますの御活躍を御祈念申し上げまし

て、お礼の言葉とさせていただきます。

本日は、以上で終わります。散会します。

午後２時50分閉会


